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　夏休みが明け、Ｔ大学の医学部キャンパスは学生で賑わっていた。五、六年生は他学年より休みが短いため、もちろんもっと早くから学生はいたが、四年生以下の講義開始となると活気があった。

　六年制とはいえ、一学年百人に満たないため、他学部よりこぢんまりした佇まいの学舎は煉瓦造りで趣がある。

　始業二十分前。三年生の武田聖たけだひじりは、二階講義室の窓から庭を見下ろしていた。

　正門から学舎まで五十メートル程の石畳が続き、その両脇が手入れの行き届いた植え込みになっている。そこを各々学生達が歩いている。小走りなのは実習に遅れそうな五年生、猛ダッシュなのはポリクリ講義があと二分で始まる六年生。のんびりしているのは四年生以下だ。そののんびりの集団に同じ学年の大野の姿を見つけ、聖は少しの間、目で追った。「武田くん、おはよう」

　宮尾と宮井という似たような名前の女子学生が二人、聖の後ろの席に着いた。

「おはようございます」

「うわ！　武田くんがおはよって言った！」

　宮尾と宮井が同時に声を上げた。

「……言いますよ、それくらい」

「うわ！　武田くんが喋ったー！」

　女子はまた声を揃えた。

「どしたの？　夏休み中になにかあった？」

「…………」

「武田くん、無口くんだったじゃない」

「うん、でも、喋る武田くんの方が感じいいよ」

　共に三浪の彼女らは、年上らしい言い方をした。

　聖は、人付き合いが苦手だ。一人を好み、友人は最小限。大学では、サークルにも入らず、同じ高校から進学した尾崎か、同じ実習班の田端くらいしか話さなかった。幸いにも、彼らが気のいい人間ばかりで、何かと飲み会や遊びに誘ってきたので、たまに顔を出したりして浮かないようにはしていた。母親がイギリス人ハーフのために日本人というには少し無理のある顔立ちをしているのは自覚しているし、身だしなみと発言には気をつけているつもりだ。

　そこへ大野がやって来た。

「おっはよ。ミャーミャーさん、髪の色がおそろいだ」

「オーっち、おはよ」挨拶を返した宮尾と宮井はピンクがかった金髪だった。

「おはようございます」

　聖も大野に言った。

「オーっち、武田くんが喋ってんの！」

「そりゃ喋るっしょ。横、座っていい？」

　返事を待たずに大野はバッグを聖の隣に置いた。

「なぁにい？　オーっち、心入れ替わったの？　いっつも一番後ろじゃない」

「そ。講義は真面目に聞くことにした。マジで一発卒業したいし。うち、これ以上ダブる余裕ないんだ」

　二浪で入学した大野は、明るい性格で誰とでも気軽に接する。聖は女の子達とわあわあ話す彼から目を逸らせた。

　夏休みの間に聖は大野と親しくなった。毎日メールし合い、映画などに一緒に行くほど仲良くなった。聖にとって、こういう付き合いの友人は今までになかったため、少し浮かれていた。あらためて大学で他の友人と接する彼に、現実を見た気がした。

「どしたの？」

「え、別に」

　聖はバッグからノートを出した。

「あー！　武田くん、このバッグ、京都のだよね。このタイプ、オーダー？」

　目ざとく宮井が聞いた。黒基調の凝った迷彩柄のバッグは、叔父が誕生日にくれたものだった。

「いただいたので、分かりません」

「えー、いいなあ。黒の迷彩って男子が持つとイイカンジだよね。このタイプは確かオーダーのみ？　もしかして、ネーム入りだったりする？」

「ええ……」

　聖はバッグの端の小さな刺繍を見せた。今日おろしたての新品、少し自慢だった。

「うわ、凝ってる。超オシャレ」

「糸も黒なんだ。あれ、武田くんってヒジリっていうの？　セイって読むのかと思ってた」

「漢字弱っ！」

「帰国子女だもーん」

「私も帰国子女だけどぉ」

「あんたは中国でしょ。漢字得意じゃないの」

　宮井と宮尾はかしましい。本当にミャーミャーと言っているように聞こえる。聖は無視して座り直した。

「それ、ホントにいいね」

　大野がバッグを指した。

「ありがとうございます」

「ございます、なし。言ったろ」

　いつまでも敬語の聖に、大野は毎回注意する。

「ねえねえ、ヒジリくん」

　宮尾が後ろから背中をつついた。

「ヒジリくんって日本人？」

　何気ない彼女の一言に、一瞬、周りが静まった。

「はい」

　その答えに、なんだ、という空気が広がった。誰もがなんとなく聖の顔立ちは気になっていたのだ。

「国籍は日本です。祖父がイギリス人なので、こんな顔です」

　付け足した言葉は、皆を納得させた。取っつきにくい彼に、誰も聞きにくかったのだった。

「だからそんなイケメンなのか！」

　大野が本気で驚いたので、皆が笑った。

「それは分かりません」

「ヒジリくんってそんなキャラ？」

　興味深そうに宮尾と宮井が身を乗り出したとき、教員が入ってきたので、話はそこで終わった。







　久しぶりの講義は、休み明けのボケた学生に容赦なく、聖は集中して聴いていた。視界の端に、隣の大野がシャープペンシルをくるくる回しているのが入る。ちらりと見ると、大野は眠そうで、無意識に遊んでいるようだった。

「それ、止めてもらえるかな」

　小声で注意すると、大野は「は？」と聞き返した。

「シャーペン。気になるので……」

「ごめん、回してた？」

　聖は肯いて、また講義に集中した。十分もしない間に、大野はこっくりこっくりと頭が揺れはじめた。

　ほんの一瞬、その姿を見つめ、聖はまた前を向いた。

　講義室で、親しい誰かが隣に座るのは初めてかもしれない。その時々に誰かが来るが、聖は基本的には一人だ。国内最難関と評される国立大学の医学部、この教室にはそういった者が多いため、誰も気にしない。

　大野には、やっと友達っぽく話せるようになった。聖がタメ口もどきが使えるのは、ごく数人だけだ。

　休憩時間になったとたん、大野が「あっ」と声を出した。

「俺、寝てた？」

　机に完全に頭を付けた格好のままだ。

「それで寝てなかったって？」

「……だな」

　大野は伸びをして、首を回して、ため息をついた。

「あーあ。武田くん見習って、ちゃんと聞こうと思ってたのに。ミャーミャーズなんてまだ寝てるし」

　後ろの席では女子二人が机に突っ伏している。講義室のあちこちで、そんな状態の学生が見られた。

「よく眠くないな」

「眠いときもあるけど。僕、試験勉強とか嫌いなんだ。だから一回で聞いちゃって理解してった方が手っ取り早い」

「……武田くんってＡ高校出身だっけ」

「はい」

「現役は違うなあ……。確か尾崎くんもだろ。俺、普通の高校だったからなあ」

「意味が分かんない」

「Ａ高やＴ高みたいなとこから現役で来た奴って、子どもの頃から賢かっただろ。いろんなことに我、関せずだし」

「そんな利己主義でもないと思うけど」

「利己主義とまでは言わない。なんつーか……」

「狭くてちっちゃいのよ」

　大野の言葉に被せて、女の声がした。

　いつの間に起きたのか、宮尾がスマートフォンを触っていた。

「ちっちぇー奴ばっか。頭ばっかりよくってもねえ」

「ミャオ姉さん、オデコ赤いよ」

　大野が指さした。

「寝てたもん」

　宮尾は前髪をちょいちょいと下ろした。

「ヒジリくんはそうでもない？　よく分かんないから、とりあえず昼はランチ一緒に行こう」

「は？」

「オーっちもね」

「割り勘なら」

「当たり前っしょ」

　意見など通りそうもないようなので、聖は黙っていた。本当は大野をどうやって昼に誘おうかと考えていたのだ。余計な女子が付いてくるくらいどうでもいい。

「大野ぉ、高木みなかった？」

　井森という男が近づいてきた。

「あ、高木はやめた」

「やめたって、退学？　マジ？」

「マジ。やっぱ医者になるのイヤだって」

「あー、クミちゃんもやめちゃったんだよね」

　宮井がようやく起きた。

「クミちゃんって、前田さん？　マジかよー」

「解剖実習イヤになったんだって」

「俺に黙って！」

　井森が笑いながら言った。全く残念そうでない。

「この分じゃ、他にもやめた奴いるかもな」

「俺、高木に本、貸してたんだよ」

「下宿、もう引き払ったよ。実家の広島に帰ったと思う。メアドは変わってないんじゃないかな。連絡したら？」

「マジっすかー！　やべー。あ、ありがと」

　井森は後ろの席に戻っていった。

　そういえば、大野はあの後部席の常連だったはずだ。わざわざ前の席に移ってくるのはなぜだろう。聖は女子と喋っている大野を目で追った。

「みんなちっちゃい」

　宮尾が窓の外を見ながら呟いた。
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　このところ、宮井・宮尾のミャーミャーズと大野、聖の四人で昼食を摂るのがすっかり定番になってきた。

　大学近くのカフェ名物、メガ盛りハンバーガーにかぶりついていた宮井が、思いついたように聞いた。

「そういや、オーっち、山名くんとかは？　いっつも一緒にゴハン行ってたんじゃなかったっけ」

「いいんだ。あ、ケンカとかしたんじゃないよ。俺さ、マジでちゃんとしようと思ってんだよ」

　大野も同じようにかぶりついた。

「まあ、ヒジリくんとなら、勉強に身が入りそうだよね。なんでそんなに堅物なんだ、ヒジリくんは」

　歯列矯正中の宮尾は、ナイフとフォークでハンバーガーを切り分けている。

「堅物……そう見えますか？　結構俗っぽいんですけど」

「そのお行儀良さ。矯正もしてないのにナイフとフォークでハンバーガー食べる男の人、私、初めて見たよ。お坊ちゃんなの？」

「そういうわけじゃ……」

「両親とも医者だって。いい家なんだろ。いいじゃないか」

　大野がポテトをつまんだ。

「あー、基本的な育ちが違うのかあ。ミャーちゃんもうちもサラリーマン家庭だからねえ。オーっちんとこは？」

「大工。オヤジはちっちぇえ工務店やってる」

「へー！」

　宮尾と宮井が声を揃えた。

「だからさ、二浪ってのも申し訳なくってね。今までＴ大入れて三年までなんとかやってきて浮かれてたけど、臨床講義始まったら、ちょっとヤバイと思ったんだよ。マジでやるぜ、俺は。どうせ山名や永田はカノジョできて忙しいし」

「なんだ、やっぱそんな理由があるんだ」

　山名と永田は大野とつるんでいた仲間だが、前期にそれぞれ彼女ができ、そちらに夢中で大野とは疎遠になりつつあった。

「それだけじゃないって。夏休みに偶然、武田くんと会って、余計にマジになったんだよ」

「なんでよ」

　テーブルに肘を付きながら特大サイズのハンバーガーを食べる宮井の姿が気になったが、聖は大野の話を聞きたかった。

「んー、なんつーか、武田くんって、オーラはんぱなくない？」

「あー！　わかるー！」

　何が分かるのか、聖にはさっぱり分からなかった。

「ここで、何が分かるんだって聞かないのがヒジリくんなんだよね」

　まだ肘を付いたまま、宮井が言った。

「聞いた方がいいですか？」

　聖以外の三人が肯いた。

「そうですか……」

「それと、私は宮井美弥みや、ミャーちゃんって言ってごらん？」

「宮尾深見みみ、ミャオ姉さんだよー。ほらほら、呼んでみなさい」

　二人はからかった。

「ハードル高いって。なー」

　大野が庇ったが、聖は意外そうな顔をした。

「そう呼ばれるのに抵抗があるのかと思ってました」

「はぁ？」「なんで？」

「なんとなく……。うちの妹はたいして親しくもない同級生からあだ名で呼ばれるのがイヤなようですから。女の人はそうなのかなと」

「えっ！　ヒジリくん妹いるの！」

「妹さんって、いくつ？」

「高三です」

「わお、受験生。どこのガッコ？」

「Ｎ女学院です」

「Ｎ女！　超お嬢様だ」

　騒がしいミャーミャーズの声に、聖と背中合わせの席にいた同級生の尾崎が振り向いた。

「ヒジリくんに似てる？」

「似てないです。僕が言うのもなんですが、とても美人でカワイイタイプです」

「きゃー！」

　ミャーミャーズは叫んだが、呆れ顔の尾崎が大野にぶんぶんと否定するように手を振った。尾崎は聖と同じ高校出身だから知っているのだろう。大野は目だけで了解と伝えた。

「写メ、写メ！　持ってないの、写真」

「ありません。ちなみに兄もいます」

　そういって聖はタワー型のハンバーガーをナイフで切った。これにかぶりつくためには手で押しつぶさなければならない。周りの客はみなそうしているが、そんな食べ方は嫌だった。

「話を戻します。宮井さんと宮尾さんはあだ名で呼ばれても構わないのですか」

「ってか、うちら親しいっしょ！」この状況を見ろと彼女らは示した。

「なるほど……」

「ってか、ってか、お兄さんって、どんな人？」

「Ｉ医大の六年、明るい人です」

「明るいんだ。へえぇ。お兄さんも写メ！」

　ミャーミャーズの矛先は大野に向いた。

「オーっち、兄弟は？」

「五歳上の姉ちゃんがいるけど、もう嫁に行った」

「そうなんだあ」

　大野の姉については、聖は既に知っていた。夏休みの間に聞いたのだ。弟には辛辣だったと彼は言うが、口ぶりからは仲がいいことが伺われた。

　この数日の間に、宮尾と宮井にはそれぞれ交際中の男がおり、チャラチャラした外見ではあるが、家庭教師と塾講師のアルバイトをして学生生活の足しにしていることなどがわかった。大野も夜はドラッグストアの店員をしている。聖だけが何のアルバイトもしていない。







　聖の叔父が飼っている犬はオットーといい、黒い大型犬だ。大野はオットーが仔犬のころと似ていると聖は思う。丸くくるりとした大きな瞳、なんとなく人なつこい愛嬌のある顔。仔犬のオットーを「これ、ほしい」と思った。この夏、大野に出会ったとき、同じように「ほしい」と感じたのだった。

　失恋したばかりの聖にとって、大野は救いだった。もとより、叶う恋ではなかったのだが、想い続けていた相手だっただけに、ショックは大きかった。しかし、そんな事情を知らずに映画に行こう、街をぶらつこう、と大野は毎日のように誘ってきた。頻繁にメールし合ったりもした。邪気のない大野に、聖は日々、心が軽くなっていった。失った恋の塊は、まだ心の奥底にある。これは一生抱えていくものだと思っている。

　とりあえず、聖は考えを切り替えて、まずは大野との友達付き合いを大切にしていくことにしたのだった。

　講義と実習、そして二週に一回は試験。追われたように日々は過ぎてゆく。

　しばらく経った頃、宮尾が思い出したように言った。

「ヒジリくん、全然写メ送ってくれない！」

「あ……すみません。妹は毎日塾で遅くて。朝もバタバタしてるし。機嫌のいいときの方がいいかなと思って」

「そっか、受験生だもんね。私だったら、カワイイ写真撮って欲しいと思うから、わかる。ってか、ちゃんと撮ってくれる気だったんだ」

「ええ」

「リツギだね」

「…………それは律儀って言うんです」

「あ、そうなの？　リチギ、ね。日本語むずいー」

　笑う彼女の後方で別の学生と話している大野が見えた。しっかりした体格は骨太で安定感がある。好きだった男とはイメージも全く違うタイプだ。そんな彼をちょっといいな、と聖は思った。

　話し終わった大野は、当たり前のように聖の横に座り、いつものように半分居眠りしながら講義を聴いた。彼は時々、無意識のうちにペンを回そうとして、はっと手を止める。そんな気づかいを聖は知っていた。以前の聖は、そういう気づかいは当然で、できない人間はクズだとまで思っていた。そうやって人間関係を切ってきていた。

　妹の写真にしても、本当に彼女らに見せるつもりだ。兄はともかく、妹は贔屓目に見ても可愛らしいと思っている。顔立ちは父に似ており、ややぽっちゃりしたところが女性らしいし、兄妹仲は悪くない。

　大野がかくっと首を落とした拍子に目を開けた。

「……あ、また寝ちゃった……」

「バイト、忙しかった？」

「そうでもない。あーあ、マジでやんなきゃ」

「ノートあるよ」

「サンキュ。あとで見せて。悪いんだけど、今度俺が寝てたら、起こしてくんない？」

「了解」

　後期の講義はどれも試験を落とすわけにはいかない。各講座に質問に行くにも、相当勉強して挑まなければ、あやふやな問いに教員達は答える気すらない。あとでノートを見るにしても、そのときの講義をきっちり聴いて理解していかなければ追いつかないのだった。この大学の学生は、幼い頃から受験戦争を勝ち抜いてきた者がほとんどなので、こういうことは身についている。それでもハードだと思うことがしばしばだった。

　講義終了後、アルバイトに向かうまでの僅かな時間に、自習室で聖のノートを写すのが大野の日課のようになっていた。

「…………これ、どういうこと？」

「ん、あー、なんだっけ。……ああ、作用機序の違い。ここのフローチャート見て」

　大野の質問に聖が答えた。大野は一緒に教科書を覗き込んで、聖の指がたどる図解を読んだ。

「なるほど……。でも、ホント、よく講義内容覚えてるよなあ」

「うーん、そうでもない。こうやってもう一度見直すから、僕も勉強になってる」

　寄せ合った頭のまま、聖が言うと、大野がニッと笑った。

「そういってもらえると助かる。甘えて悪いな」

　犬のオットーと似た黒くて丸い目。聖はこの顔が好きだった。

　ノートをコピーすればいいのだが、毎日ともなると一枚五円のコピー代すら惜しい。そんな大野の懐事情も聖には理解できた。ただでさえ、医学部の教科書や参考書はどれも異常に高価で、図書館でも貸し出し中がほとんどだった。

「大野さん、時間」

「うおっ、ギリか。ホント、ごめん。ありがとう」

　二人はバタバタと片付けて、駅に向かった。

　電車で駅二つ分、その間は一緒だ。聖はこの時間が気に入っていた。特に何も話したりはしないが、ぼんやりと二人とも景色を眺め、ドアの上のモニタに流れる広告画面を眺めた。同じ空気を共有するのが、ずっと一人だった聖には新鮮だった。

「じゃ、お先に」

「また明日」

　ぽんと聖の肩に手を置いて、大野が降りた。ドアが閉まる寸前、ちらりと目が合った。大野が頬笑み、聖も口角を少し上げた。

　これが金曜の夕方のことだった。
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　月曜の朝。いつもの時間に大野は来なかった。講義開始ギリギリまで聖は窓から見ていたが、駆け込む学生の中に大野の姿はなかった。

「オーっちは？」

　ミャーミャーズが聖の背中をつついた。

「まだです」

「珍しい。遅刻？」

　宮井が言うと、宮尾がボールペンをくるっと回してみせた。

「休みじゃないのぉ。このところ変な顔してたし」

「変な顔、してたっけ？」

「うん。ヘンだった。ね、ヒジリくん」

　宮尾は大野の手つきを真似たペン回しを披露した。

「そうでしたっけ……気がつかなかった……」

「電話かメール、来てないの？」

「ええ」

「そのうち来るっしょ」

　宮尾が素っ気なく言った。

　ここしばらくの付き合いで、彼女の観察力が確かなのは知っている。聖は先週までの大野の言動や表情を思い起こしたが、特に何もひっかからなかった。彼女が気づいて、自分が気づかないことがあるだろうか。講義の間に、そっとスマートフォンをチェックしてみても何の着信もなかった。

　昼は宮尾、宮井と聖の三人で学食に行った。この医学部で、薄ピンクのロングヘア、しかも二人組は目立つ。普段はあまり利用しない学食で、ぎょっとしたように見る人々を完全に無視しているミャーミャーズの度胸に聖はいつも感心する。

「まだ連絡ない？」

「ええ。電話も出ないし。何かあったのかな」

「一日くらい大丈夫だって。バイトは行ってるよ、きっと」

　しらっとした表情で宮尾がラーメンを啜った。

「シナチク、嫌い」

　宮井が食べかけの箸でつまんで聖のラーメンに入れた。

「……」

　聖はうっと詰まって、一口食べただけのラーメンを諦めた。そっとそのまま箸を置き、ゆっくりとお茶を飲んだ。

「ヒジリくん、潔癖くんなんだ」

　宮尾はレンゲに麺をのせて口に運んだ。

「ダメなんでしょ。それ」

「……ええ」

「なーに？」

　ずるずると音を立てて麺を啜っていた宮井が聞いた。

「人のお箸が付いたの、無理なんだよね。まあ、清潔じゃないから、わかるけど」

「あ、そう？　ごめん」

「いえ」

「悪い。もう一回、買って。お金払う」

　宮井が財布を出そうとした。

「いいえ。もういいんです。あの列に並ぶの面倒だし。今食べなくても大丈夫」

「お腹すくよ？」

「一食抜いても死んだりしません」

「それ食べても死なないと思うけど。でも、気持ちは分かる。私もダメだった」

　宮尾はもやしを少しだけ摘んだ。歯列矯正の器具に挟まらないよう、少しずつ食べているのだ。

「缶ジュースの回し飲みもダメでしょ」

「えっ！　そんなのもダメ？」

　もぐもぐ口を動かしながら宮井が目を丸くした。

　それが平気な方がどうかしていると聖は思ったが、小さく肯くだけに留めた。

「んじゃさ、キスはどうすんの。けっこうがっつりチューするときあるよね」

　真顔で宮井が聞いた。

「それは平気です」

　聖も真顔で返した。

「あ、カノジョいるんだ？」

「いません」

「この顔で未経験ってことはないっしょ。別にいいじゃん」

　宮尾がさらりと流した。

　ふーん、とニヤニヤ笑って、宮井はもう一度「それ、ごめんね」と交差箸でラーメンを指した。

「いいんです」と聖が言ったとき、スマートフォンが振動した。

「あ、メール」

「オーっちから？」

「…………違いました」

「残念」

「だから、一日くらい休んだって大丈夫だって。今日は実習もないし」

　宮尾は「ごちそうさま」と手を合わせた。

　三人でトレーを返すとき、聖は洗い場のおばさんに「残してごめんなさい」と一言謝った。







　食堂を出ようとした聖は、トンと肩をつつかれ「ちょっと」と声を掛けられた。

　振り向くと白衣姿の知らない男性が「こっちきて」と低く言った。

　ミャーミャーズとはそこで別れ、聖は彼に付いていった。

　廊下の隅、非常階段の陰で彼は立ち止まり、険しい表情で聖を見据えた。

　白衣ということは、教職員だろう。聖の覚えのない顔だった。

「あの……？」

「ここの学生だったのか」

「はい」

「……そうか……。お互い、黙っておこう」

「あの、失礼ですが、先生？でしょうか。僕、何かしましたか」

「何かって！　俺を忘れたのか」

　忘れたも何も、知らない男だ。聖はもう一度まじまじと彼の顔を見た。

「…………あ」

「思い出したか。思い出さなくてもいいけど。いや、今、きっちりしとかないと後でごたつくのも困るから」

「大丈夫です。もう忘れてました」

「そんなに簡単に？　それはそれで傷つくな」

　男は軽く聖を睨んだ。

「どっちなんですか」

「どっちもだ」

　聖はじっと彼を見た。清潔にセットした髪、ブルーのシャツ、紺地に黄色のアクセントがあるネクタイ、濃紺のパンツ、ぱりっとした白衣。センスの良い組み合わせだった。学内用のサンダルという足元だけは外した感じだと思った。ネックストラップにＩＤカードが付いているが裏返しだった。

「俺は覚えてたのに」

「そういうの、なしっていう場所だと思ってました」

「基本的にはな」

　彼と出会ったのは、いわゆる出会い系の場所だ。身元のしっかりした秘密を守れるゲイのコミュニティ。聖は数回利用しただけでやめた。そのうちの何回かは目の前の男との関係だった。そのときの彼は、整髪料を付けない髪にセルフレームの眼鏡、ノーネクタイのカジュアルなスタイルで、いまとかなり印象が違った。背の高さと胸板の厚さは変えようがないが、服装でイメージが違う。

「黙ってろよ」

「お互いに」

「……君、三年生か」

「はい」

「おい、ちょっとまて。……あのとき未成年だったのか！」

「まあ、そう……ですね」

「若いとは思ったけど。マジかよ」

「十八以上でした。援交じゃないんですから、ご心配なく」

「よくもまあ、そんなしらっと言えるな」

　彼はこめかみを押さえた。その拍子にＩＤカードが表になり、名前と所属が見えた。

「芦原雅生あしはらまさお先生。内科ですか」

「ああ。膠原病科にいる。君は？」

「武田聖です」

「……おい、本当に黙ってろよ」

「僕と先生にはもう何の関係もないでしょう？　言う必要もありません。午後の講義、始まっちゃうんで、失礼します」

　聖は軽く礼をして、踵を返した。

「おい」聖の腕を芦原が掴んだ。

「俺は普段、病院にいる。たまに研究で病理の教室に来てる」

「だから？」

「……いや、それだけ」

　聖は何も返事せず、早足で歩いた。

　結局、この日、大野は大学に来ず、電話も留守電に切り替わり、メールの返信もなかった。
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　水曜日の朝、聖がいつものように窓の外を見ていると、宮井が横に並んだ。

「オーっち、来ないねえ。昨日も連絡なし？」

「ええ」

　席に着いている宮尾が相変わらずのしらけた声で言った。

「明日は実習だから、来るよ」

「そうかな？」

「うん。今日まではまだ休める講義だから。実習には来る。小テストの前にはノート貸してって言ってくるよ。ヒジリくん、貸してあげる？」

「ええ」

「優しいねえ。突き放しちゃえばいいのに」

「……ミャオ姉さん、話が見えません」

「そう？」

　ニッと歯列矯正のブラケットを見せて宮尾は笑い、話を終わらせた。

　聖は心配だった。もし、何かあったのだとしたらと思うと、落ち着かない気分になった。講義に集中しようとしても、空いた隣の席が気になって、上の空になってしまった。大野の存在は聖に欠かせないものになっていた。たった三日のことなのに、聖は寂しさを覚えた。

　電話もメールも返事がないのは本人の意志か、もしくはできない状況にあるか。しつこくするのは好きではない。宮尾の言うとおり放っておくのがいいのだろうと思うが、聖の心は騒いだ。

　昼休み、ミャーミャーズと食堂にいると、少し離れた席に芦原医師がいるのが見えた。同僚と定食を食んいきづは、背筋を伸ばし、正しい箸の持ち方ときれいな所作で好感が持てた。聖の目の前では、宮井が肘を付いた握り箸で、これに辟易していただけに、余計だった。

　芦原が聖の視線に気づいてこちらを見たときには、聖はもうミャーミャーズと話し始めていた。







　明けて木曜、朝から生化学の実習だった。聖が第三実習室に入ると、まばらに席が埋まっていた。実習は学籍番号順で、八人ずつの班に分かれて行われる。聖は中央のテーブルだ。第一班、前列右端のテーブルに大野がいた。

「大野さん、おはようございます」

「おはよう。メールとか電話とか返事しなくてごめん。もう、いいから」

「は？」

「もう、いいし」

「なにが？」

「全部」

「放っておいて欲しいってこと？」

「そう」

　大野は硬い表情で言い、聖から目をそらした。

　明らかな拒絶。こんな時は何を言っても無駄だろう。頭の中は疑問符でいっぱいだったが、聖は自分の席に向かった。

　怒っている感じではなかった。嫌われているのだろうか。だとしたら、原因は何だ。聖に思い当たることはなかった。

　今日はいつもより薬品を多く使う実習のため、学生たちは緊張していた。聖の班のインストラクターは何の助言もしない男だった。だからより一層、神経を尖らせなければならない。聖はひとまず頭の片隅に大野を片付けた。

「武田、これ、本当に合ってる？　０．００３g。誤差あったらヤバイ」

　田端が小声で言った。

「え、合ってると思うけど……ごめん、確認してみてくれる？」

　田端は薬品を秤量しなおした。

「んーと……０．００４だ」

「マジ？　うわ、ごめん！　混ぜる前でよかった」

「武田くんが珍しいね。さっきもメスシリンダー倒しかけただろ。大丈夫？」

　同じ班の谷村がずれた眼鏡で言った。

「悪いんだけど、眼鏡、上げてくんない？」

　両手に試験管を持ったままの谷村の眼鏡を押し上げてやり、聖は「すみません」と謝った。一人のミスが班の八人全員に降りかかる。実験系の実習はこれが最後だ。再実習は行われないし、すぐに試験がある。

「ドンマイドンマイ！　しまっていこうぜ！」

　津田が全く覇気のない励まし声をかけた。彼はガリガリのモヤシ体型で、肺活量が少ないのか普段話すときも声が小さい。ちっとも元気そうに見えないが、ユーモアはある。

　そんな彼らを大野が自分の班から見ていた。

　この実習は午後も続く。昼の休みは自由に取れるようになっていたが、どの班も誰かが残って実験を続けていた。聖は田端と残り、試験管の反応をチェックしていた。

「ヒジリくん、たばたん、買い出しに行くけど、パンかおにぎり買ってこようか？」

　宮井が聞きに来た。彼女の班は全員が残るらしい。

「俺、食ったら集中途切れるし。武田は？」

　田端が聞いた。

「僕もいいです。なんかポカしそう。ありがとうございます」

「そーお？　じゃ頑張って」

　さすがの宮井も今日は髪の毛を三つ編みにしてまとめている。彼女の後ろ姿を見て、田端が「あの頭の方がカワイイよな」と呟いた。
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　大野は大学には来るようになったが、聖の横には座らなくなった。以前と同じく、後ろの席に戻った。聖は一人、もっとも真後ろにはミャーミャーズがいるが。挨拶はしても、大野はノートを見せてくれとも言わない。山名や永田とつるんでいる様子もなく、昼も一人で出かけている。聖も基本は独りでいる方が気楽だが、なぜかミャーミャーズが一緒にいるので、「ぼっち」にならずに済んでいる。

　聖は不意に視線を感じることがある。振り向いても誰とも目は合わないが、講義室や廊下、食堂などで折々に見られている感覚があった。

　ミャーミャーズと昼を食べていると、ふとまた視線を感じた。持っていた丼を置いて、聖は身体を捻った。

「どしたの？」

「あ、いや……なんでもない」

「オーっちなら、あっちにいるよ」

　宮尾が斜め前を指した。

「いや、違うんです。なんか後ろがムズムズして」

「ふーん。モテ男だ」

　宮井が音を立てて味噌汁を啜った。

「オーっちも見てるよ」

「そうですか？　どこだろ。わかんない」

「意地っ張りだよね」

「……あのー。ミャオ姉さんは理由が分かってるんですか」

「知らない」

　親子丼のネギを避けて宮尾は言った。

「思わせぶりだねえ」と宮井が相変わらずの握り箸で御飯を口に運んだ。

「ケンカもしてない、悪口を言ったこともない、嫌なことをした記憶もない。避けられる要因は思い当たらないんでしょ？」

「ええ」

「んじゃ、放置。去る者は追わず。ってか、来るって。来なかったら、本当にちっちゃい奴だよ」

「僕は何もしなくていいんですか？」

「何って、なに？」

　聖は「さあ」と肩を竦め、宮尾も同じようにした。
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　この大学の学生達の学習レベルは高い。そのぶん、少々人付き合いが苦手な者が多い野も確かだ。聖もそのうちの一人だった。しかし、夏休み中に大野と親しくなり、休み明けからはミャーミャーズと話すようになってから、角が少し丸くなった。それは他の同級生も感じていたらしく、ちょっとした話もするようになったし、帰りにそのまま飯を食べに行くことも増えた。以前の聖には考えられなかったことだ。だが、その中に肝心の大野がいない。聖は大野が離れても、彼を「ほしい」と思っていた。だが、自分から近寄ることはしなかった。どうすればいいか分からなかったからだ。

　トイレで手を洗っていると、男が横に並んだ。

「君の周りにはいつも友達がいるな」

「は？　あ……先生でしたか」

　芦原医師が石けんを泡立てていた。

「おかげでこんなところじゃないと声が掛けられない」

「はあ。何かご用ですか」

「用っていうか、なんていうか……。付き合わない？」

　聖はカランをきゅっと閉めた。この旧館の手洗いは古い設備のままだ。

「手、洗っちゃってください。外で話しましょう」

　ザバザバと水を流して、芦原は泡を流した。

「このトイレ、昔と全然かわんないな。知ってると思うけど、奥から二つ目、あまり水出ない」

　二人は裏庭へのドアを開けた。錆び付いたドア、こちらへ抜ける者は少ない。裏庭と言っても草ぼうぼうの放置されたスペースだ。壊れたベンチ、壊れた台車などが野ざらしになっている。

「このトイレはほとんど使いません。今日は三階講義室でテストなんです。三階、混むし」

「テスト。何の教科だ。出てくるの早くない？」

「薬理です。たまたま勉強したところが出たので。早く書けちゃったから」

「ああ。俺らの頃とカリキュラム違うからわかんないな。三村先生か」

「木原先生です」

「うげ、学生担当、木原先生か。結構厳しいだろ。試験、本当に大丈夫か？　落とし穴が絶対にある」

「裏読みは得意です」

「いいね、そういうの」芦原はくすりと笑って続けた。「だから、付き合わない？」

「どうしてそうなるんですか」

「いま、フリー？　誰かいる？」

「……」

　気になっている大野は相変わらずの調子で、このところ聖は気持ちがへこんでいた。

「いないんだな。じゃ、俺と」

　言葉を遮るように聖は芦原の顔を見た。

「……先生は僕のことを知らないけど知ってる。多分、悪い人じゃない。病気は……持ってなさそう。いろんなことでリスクは低い……ですよね」

「おいおいおいおい、付き合うのにそんなこと考えるのか」

「考えませんか。同性ですから余計に」

「……面倒な男だな」

　聖はムッとして口をつぐんだ。

「あのさ、もっと軽く考えてほしいんだけど。俺も忙しいから、付き合うっていっても、女の子とみたいにゴハン行って、ショッピングして、とかそういうの無理だし」

「要はカラダってことですか」

「ま、そう」

　芦原は伸びをした。少し強い風が吹き、枯れ葉が落ちてきた。

「秋も終わりかな。一年、早いな」

　返事をしない聖に、芦原は小さく笑って聖の髪に付いた葉っぱをぴんと弾いた。

「俺は束縛しないし、結構楽な相手だと思う。……これ以上言うのも女々しいな。悪かった。じゃ」

　白衣の腰ポケットをパンとはたき、芦原が去ろうとした。

「メアド、教えてください」

「え？」

「気が向いたらメールします。そういう関係でいいんですよね？」

「あ、ああ。うん」

　聖がバッグからノートとペンを出した。

　芦原の筆跡はきちんと読みやすい楷書だった。

「字、きれいですね」

「書道五段。何の役にも立たないけど」

「いえ、僕の中で１ポイント加算されました」

「ポイント制かよ！」

「ええ。気に障ったら失礼しました」

　言いながら聖は芦原には変な壁がないと感じていた。対等に接してくれているのが分かった。

「君、面白いな。メール、待ってる」

「期待しないでください」

「こっちも応えられないときもあると思うから、そのときは断るけど」

「了解です」







　芦原と別れた聖は、学生掲示板で講義要項のチェックをしていた。

「ヒジリくん、すごく早く出ていったよね。びっくりした」

　声を掛けたのは同学年の女子、岡野だった。

「あ、うん。たまたま勉強したところだったから」

「そうなんだ。私なんてギリまでやったけど、ダメかも」

「大丈夫でしょう」

　岡野とはおそらく話すのが初めてのはずだ。もうちょっともっさりと暗い感じだと思っていたが、いつの間にか髪は茶色くなり、ピアスが揺れていた。聖は、音がしそうに付いているつけまつげがなかった頃の彼女の顔を思い出そうとしたが、かけらも覚えていなかった。

「あの、ヒジリくん。……あ、勝手にヒジリくんって呼んじゃってるけど」

「何とでも」

「あの……あのね、あのー…………」

「はい」

　岡野はまつげをバサバサさせて聖を見た。

「ヒジリくん、付き合ってる人、いる？」

「いません」

「私、どうかな」

「は？」予期せぬ告白に聖は少し大きめの声を出してしまった。「あ、いや、ごめん。失礼しました。いきなりだったから、驚いて」

「そうだよね。こっちこそ、ごめん」

　そういう割には自信のある顔で彼女はまばたきをした。聖はすっと冷静になって、落ち着いて言い直した。

「あー、うん、気持ちはとっても嬉しいんだけど、僕、しばらくそういうのナシでいたいから。すみません」

「あ……そうなんだ……」

　聖は先ほどの芦原のさっぱりとした態度の方が好ましいと思った。こういうのは苦手だ。だが、こんな時は謝っておくに限るのは妹や母から学んでいた。女の反撃は恐いものだ。

「岡野さんだから、って訳じゃないんです。すみません。気を悪くしないで」

「……大丈夫。友達になってくれる？」

「はい」

「よかった。ミャーちゃんもミャオ姉さんも恐いんだもん。ヒジリくんをがっちりガードしちゃってるし」

「そうですか？　二人ともいい人です」

　人の悪口、マイナス１ポイント。聖はそっと一歩後退し彼女との距離を取った。

　なんとなく誰かから見られているのを感じ、ゆっくりと目だけで周りを探すと、植え込みの向こうに大野の姿を発見した。大野は視線を逸らして足早に去っていった。
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　帰りの電車の中で、聖は頭を整理した。

　一日に二回の告白。これがモテるということか？　自分の壁を低くすればモテると祖父が言った。自分でも同級生とは以前よりよく話すようになったと思う。壁はまだ作ってしまうが、構え方が違う気がする。プラスでもマイナスでも人にポイントを付けたときには、自分からポイントを引くことにしている。もう無限大のマイナスポイントだ。

　二人から告白されたというのに、一向に心が弾まないのは、先ほどの大野の表情が険しかったからかもしれない。どうして、彼はあんな顔をしていたのだろう……。

　大野を諦めたわけではないが、いま積極的に近づいても、彼は離れていくだけだと思う。友人でありたい、できれば、それ以上になりたい。

　この夏に失った恋は、聖にとって大きいものだったが、ほぼ同じ頃に大野が現れた。酷く落ち込まずに済んだのは、彼がいたからだ。聖にとって大野の存在は日増しに大きくなってきて、時には彼と寝ることも想像したくらいだ。なのに、突然の拒絶。いくら考えても訳が分からないままだった。

「もう無理なのかな……」

　なんとなくモヤモヤしたものが残ったまま、聖はバッグからノートを出してスマートフォンに芦原のアドレスを移した。

　きっちりした字は見ていて気持ちがいい。聖自身も几帳面な字を書くが、今までに見てきた同級生は暗号のような書き殴りの者が多かった。そのほとんどが理系トップクラスだったし、大野やミャーミャーズも非常に読みづらい字を書く。だから、芦原の字は新鮮だった。聖はあと十ポイントくらいは加算してもいいと思った。

　家に帰ると、珍しく妹がいた。

「おかえりなさい」

「ただいま。塾は？」

「……なんか疲れちゃった」

　一番追い込まなければならない時期だ。毎日がキツイのだろう。

「ま、いいんじゃない？　一日くらい」

　妹の直すなおは目を丸くした。

「お兄ちゃん？　マジ？」

「マジ」

「……何かあった？」

「何にもない。一日休んだって、それで落ちるってことはない。多分。疲れてるんだろ？　疲れてるときに詰め込んでも入らない。だから、休んでもＯＫ。明日は行けよ」

「うん……。なんかびっくり。怒られると思ってた」

「僕もそんなときがあったから、分かる」

「そっか……」

　聖は自室に荷物を置いて、居間に戻った。

「直、ゴハン食べた？」

「まだ」

　家政婦が作った代わり映えしないおかずを見て、聖は決めた。

「オムレツ作ろうか」

「え、うそ！　超好き！」

　両親とも医師で働いているため、家事は通いの家政婦に任せている。食事も家政婦が作るが、ほとんどバリエーションのないものだ。聖たち兄妹は文句も言わず食べているが、時々は別のものが欲しいと思うこともある。聖は叔父仕込みの料理の腕を持っており、ごくたまに家族に振る舞うことがある。

　今日のおかずは野菜炒めに豆腐とワカメの味噌汁、豆のサラダだった。

　聖は野菜炒めの味付けをやり直し、少しコショウを利かせ、サラダから豆だけ出して一緒に火を通した。バターを丁寧に溶かし、卵をふわりと焼いてそれをくるんだ。これで動物性のタンパク質も摂れる。冷蔵庫にトマトがあったので、それでソースを作り、上から掛けた。

「あああ、おいしいー！　超ふわトロ」

　やっと妹が笑顔になった。聖は少しほっとした。

「直、こっち向いて」

　スマートフォンで写真を撮ると、妹が怪訝な顔をした。

「これ、友達に見せていい？」

「えー、やだ。お箸持ったままだよ。お行儀悪い」

「カワイイし」

　聖がぼそりと言うと、妹はますます怪訝な顔をした。

「……こんなこと言うの何だけど。……友達、いるの？」

「一応。女子もいる。ピンク色の頭だけど」

「ちょっと、何それ！　そっちこそ写メ見せて」

　写真フォルダに宮井から送られてきたものがあったはずだ。聖はそれを妹に見せた。

「これ、誰？」

「同級生。宮井さん、宮尾さん……と大野さん」

　以前にどこかのカフェで四人で撮ったものだ。

「ピンクっていうか……金髪。お兄ちゃん、こういう人が趣味なんだ」

「ただの友達。この人達に直の写真見せるって言っちゃったんだよ」

「ちょっと、話は食べ終わってからにしよ。これ、おいしすぎ！」

　直はオムレツが気に入ったのか、もくもくと食べている。御飯を摘む箸使いは完璧だ。味噌汁を音を立てて啜ったりしないし、背筋は伸びている。この家では子どもの頃から食事は静かに摂るよう躾けられている。

　こんなに話したのは久々だ。聖が無口なせいもあり、普段あまり喋らない。それでも、兄とも妹ともケンカもせず、関係は良好だ。

　食後は直がお茶を淹れた。

「ありがとう」

「お兄ちゃんの大学でも、こんな人がいるんだね……。なんかもっと真面目でダサイ人ばっかっていうイメージ」

「うーん、半々かな。この人たちは、結構目立ってる」

「だよねえ……」

　聖は写真の中で笑っている大野から目が離せなかった。どうしてこの顔を見せなくなったのだろうか。

「お兄ちゃん、やっぱ、ヘンな趣味」

「え？」

「あのね、私は自分を知ってるからいいんだけど。この際だから言うけど、私をカワイイっていうのはお兄ちゃんだけだよ。分かってる？」

「分からない」

　聖は本気で言った。

「言っても無駄か……。服のセンスとか、そういうのはいいのに。お兄ちゃんの趣味ってなんかオカシイ」

　黙ってお茶を飲む聖に、直が追い打ちを掛けた。

「ブサキモ系をカワイイって思っちゃうんだよね」

「そんなつもりない」

「私、ちっとも可愛くないよ？　お兄ちゃんたちとお母さんだけがそう言ってくれるけど、みんな、カワイイの基準おかしいから」

「……」

「お母さんの刷り込みだよ。お兄ちゃん、お母さんに騙されてる」

　聖が本当に驚いた顔をしているのに、直が笑った。

「まあ、私はなんとなくそれで救われてるんだけど。写真、ピンク頭のお姉さん達に見せてあげて。きっとすごーく引くから」

「そんなことないだろ」

　納得がいかない聖に、直がまた笑った。

「塾行かない分、やっぱちょっとはやらなきゃね。数学教えてくれる？」

「了解。じゃ、十五分後に」







　やる気になった妹の勉強に夜中まで付き合って、聖はやっと自室に戻った。

　今日は、めまぐるしい一日だった。

　聖はデスクのカレンダーを眺め、これからの実習とテストの予定を確認した。

「余裕、ないな……」

　芦原医師との関係をどうするか。

　ここ二年は誰とも寝ていない。恋愛はしたことがない。男にしか性的興味がないと自覚したのも数年前の話で、ネットで調べた場所で男性相手に初体験を済ませ、何度かそこを利用した。もともと淡泊だったのか、そこまでのめり込むこともなく、性的な満足を知ると、もうそこへは行かなくなった。

　愛した人は愛してはいけない人で、叶わぬ恋だった。その人以外に寝たいと思ったのは大野だけだった。なのに、その大野は何か不服を抱え込んだ顔で今日もこちらを見ていた。

「言いたいこと、言えばいいのに」

　聞きたいことを聞けずにいるのは聖自身だ。自分でも歯がゆい気分だった。

　芦原のことはそんなに覚えてはいないが、一番優しく接してくれたのは彼だったように思う。最初から身体だけの付き合いだと分かっていれば、気が楽だ。

　そんなことを考えているうちに聖は寝入ってしまった。







　数日後、直の写真を見たミャーミャーズは、妙に自信たっぷりの聖の顔と見比べた。

「多分、ヒジリくんの言う意味とは違う可愛さだよ、この子」

「うん、磨き甲斐がある。まず、つけまだ！」

　宮尾と宮井がさえずった。

「つけま……」

　そんなものを付けなくても、充分カワイイと思うのはやはり贔屓目なのかと聖は思った。

「ビミョー。これ、ヒジリくんの妹？　ぜーんぜん似てないねー。ダイエットさせればぁ？」

　後ろから遠慮のない感想を述べたのは、岡野だ。先日の告白から、なにかと輪に入ろうと話題を見つけてはやって来る。

「岡野さん、その言い方は良くない」

　ピシリと言う、こういう時の宮尾は厳しい。

　いじめられた、という目で岡野は聖を見て、つけまつげをバサバサさせた。その態度がミャーミャーズのカンに障ったのだろう、宮井が岡野を追い払った。

　岡野はフンと鼻息荒く、後ろの席へ移動した。そこには大野がおり、彼女は大野に甘えたように何かを話していた。

「あの子、今度はオーっち狙い？」

「オーっちからコクったんじゃないの。ユウカちゃんが聞いたって。すごい自慢してたってよ」

「趣味の悪い男」

　宮尾が切って捨てた。

　聖は、スマートフォンを見ている振りをして、うつむいた。そうだ。大野は普通に女の子が好きな人間だ。何を夢見ていたのか。現実から目を背けていた自分が情けなかった。

「ヒジリくん、あんな子の言うこと気にしなくていいよ」

　珍しく気をつかったのか宮井が妙に優しく言った。

「ありがとうございます……」呟くように聖は返事した。

　この夜、聖は芦原医師にメールした。
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「本当にメールが来た」

「本当にメールしましたから」

　こんな挨拶でふたりの逢瀬が始まった。

　指定されたのは、マンションの一室だった。広いエントランスのデザイナーズ、おそらく分譲。二十階の部屋に上がるまでに聖は豪華さに少しひるんだ。

「芦原先生の家も病院ですか」

「ああ。親も兄も胡散臭い美容整形。あ〜しはらっクリニ〜ック♪」

　そのコマーシャルソングはテレビでよく流れている。美容業界でもかなりの大手だ。

「だから、このマンションは税金対策。俺名義だけど普段は誰も使ってない」

「先生が住めばいいのに」

「俺は病院近くのワンルーム。自分の給料で払えるギリ物件だ」

　芦原は聖を引き寄せた。

「そんな話がしたいのか？」

「いえ」

　清潔なキスの味。聖は絡め取られた舌に芦原を思い出した。そうだ、この男は清潔だった。だから、他の男とは一回きりだったが、彼とだけは複数回寝たのだった。

「風呂、入ろう」

「一緒に？」

「洗ってやるよ」

　躊躇した聖にキスをして、芦原はバスルームのドアを開けた。

「うわ、なに……する……んですか……」

　浮力を利用して抱え上げられた。バスタブの中で向かい合い、聖は芦原に跨る体勢になった。

「君の顔、見てたいしね」

　芦原が聖の髪を掻き上げた。

「ここへ来るの、緊張しただろ」

「……」

「緊張しないわけないよな」

　聖は目だけで肯いた。このマンションの最寄り駅の近くに大野のバイト先のドラッグストアがある。そこの前を通るとき、彼の姿は見えなかったが聖は足早になった。

　岡野が女子たちに黙っていられないせいで、大野が彼女をどこに連れて行ったか、何をしたか、どんなものを食べたかまで、同級生には筒抜けだ。とうとう先日、ベッドの中での会話まで流れてきて、聖は呆れると同時になんとなく心が沈んでいたのだった。

　髪を梳かれるのは気持ちがよい。湯の温度も熱くも温くもなく、芦原が心も解そうとしているのを感じた。

　目を閉じた聖に、芦原が優しく口づけた。それは先ほどの荒いものではなく、どこまでも柔らかだった。

　芦原が聖の乳首を摘んだ。

「……んっ…」

　さんざん湯の中で悪戯された聖は、完全に勃ちあがっていた。

　芦原が彼を泡だらけにして掌で全身を撫で、更に聖の飢えを誘った。

　いままでに体験したセックスは、もっと即物的だった。聖は愛撫される心地よさを知った。

　ベッドに移ってからも、芦原は聖の身体を丁寧に扱った。痛いほど硬さを増したそこには触れず、実を揉む芦原の手の動きに、聖は声を殺して喘いだ。

「いい？」

　うん、と聖が肯くと、耳がちろちろ舐められ、息だけで「ちゃんと言葉で言って」と囁かれた。

「……っ……いい……」

「俺のも、こんな」

　聖の手を芦原のそれに沿わされた。自分のと同じくらい張り詰めて先からの液で指が濡れた。

　自分にして欲しいことをしてみろということだと聖は理解し、その通りにしてみた。

　芦原の眉間に少し皺が寄った。

「…………く……っ」

　ぐっと力強く聖は引き寄せられ、芦原が聖のと自分のをまとめて握った。ぬちぬちと淫靡で粘った音とともにふたりで上り詰めた。

　開放感に聖が息をつくと、がっしりと抱きしめられた。早い鼓動、荒い息。それがお互いの身体を通して伝わり合った。息が整うまで、彼らはそのまま身体を密着させていた。

　これまでの相手とは、出会い方が特殊だったため、放ったら終わりで、すぐにシャワーを浴びて別れていた。だから、終わった後にこんなに抱き合ったままでいたりもしなかったし、いまされているようなシャワーでの悪戯などなかった。

　芦原は聖を隅々まで洗い、指を後ろに這わせた。

「あ……」

「しない。したことないだろ」

「……いえ。一度」

「そうか。しばらくきつかっただろ」

「ええ、まあ」

　芦原の指はまだそこを弄っている。

「俺は無理はしないから、安心しろ」

「覚悟はしてたんですけど」

「嫌なことはしない。それとも、ここで感じたいか？」

　親指をあてがって、少し押した。

「……っ」

「内で感じるようになるまでに、時間かかるし、それなりに辛いだろ。……俺に挿れたい？」

「えっ」

「挿れたくなったら、言え」

　芦原は聖の耳朶を甘く咬んだ。

「こういうのはお互いが気持ちよくないと意味がない。俺も挿れられるのは慣れてないけど、経験がないって訳じゃない」

「先生……」

「その呼び方、やめろ。名前でいい」

「…………雅生さん」

「うん、そんなものかな」

　芦原は聖の両肩に手を置いた。

「遠慮なし。したいこと、しよう」

「それでいいんですか」

「ああ。セックスくらい好きにしたいだろ……」

　言いながら、芦原は聖の萎えたものを掌に包み、少しずつ刺激していった。







　一度逢うと、次に期待してしまう。聖から連絡しようかと思う頃に、芦原からメールが来る。ちょうど良いペースで二人は逢うようになった。

　講義と実習とレポートとテスト。これらにずっと追われ、聖の身体は疲れ切っているのに、芦原との逢瀬はそれを癒した。

「ねえねえ、ヒジリくん、レポート書いた？」

　いつものように後ろの席から、宮井が背中をつついた。

「書きました」

「早っ！　なにそれ。実習中に書いちゃってんの？」

「まさか。終わったらすぐに書いてるだけです」

「参考文献、まだ手元にあったら貸してー」

　宮井がにゅっと手を出した。

「明日でいいですか」

「ありがとう。助かるー。書くヒマなかったんだよね」

「私もー。鬼忙しくて。資料コピーさせて……」

　今週に入って、ミャーミャーズは家庭教師と塾講師のアルバイトが忙しいらしく、目の下にクマを作っている。教え子の定期試験と自分のテストが重なっても彼女たちは手を抜かず、ちゃんと使命は果たしているようだ。

「妹ちゃん、推薦の時期じゃないの？」

「センター試験一本でいくそうです」

「うそ。私立受けないの？」

　宮井が目を剥いた。つけまつげが曲がっている。

「一般で受けるみたいですけど。本人は浪人してでもＮ医大目指すと言ってます」

「ここじゃないんだ」

「うちの家はちょっとヘンなんですよ」

「みんなお医者さんなんだよね？」

　宮井に鏡を渡して、宮尾が聞いた。

「ええ。父の兄弟全員医者ですけど、みんな違う大学出身なんです。僕の兄も別の大学です」

「なにそれ。あんまり聞かないよね」

　つけまつげを直しながら宮井が言うと、宮尾があっさりと答えた。

「学閥っしょ。考えた人、えらい。うちは医者がいないけど、親が商社だったから似たようなものだと思う。出身大学で派閥ができるんだよね。みんな違う大学なら、そこでそれぞれのネットワークができるってことだよ」

「へー、そんなもの」

「まあ、僕もよく分かってませんけど」

「妹ちゃん、応援してるって言っといて」

　ミャーミャーズが揃って親指を立てた。
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「さむ……」

　駅から出ると、木枯らしが聖の足元を駆け抜けていった。この駅で降りるのもずいぶん慣れた。聖が駅前で信号を待っていると、後ろからぽんと肩を叩かれた。

「よかった、間に合った」

「雅生さん」

　聖とは反対方向からの電車で芦原が追いついたのだった。

「患者さんがちょっと具合悪くて」

「メールくれたら良かったのに」

「間に合っただろ」

「いいんですか？」

「大丈夫。本当にダメなら先週みたいに断ってる。気にするな」

　二人は一緒に横断歩道を渡った。

　びゅっときつい風が吹き、芦原が自然に聖を庇った。

「今夜は寒くなるな」

「週末は雪だそうです」

「ホワイトクリスマスか……」

「世の中的には」

「メシぐらい行くか？」

「そういうお付き合いでしたか」

　聖の冷たい言葉に、芦原は「だよな」と笑った。

「雪は病院にとって迷惑な話でしょう。雅生さんだって待機してないと。呼び出しがかかるんじゃないですか」

「……まあな。脳血管、冠動脈障害。事故、転倒、骨折、捻挫。救急は満員だ」

　膠原病が専門とはいえ、出向先の病院では一般内科も担当している芦原は、何かとかり出される機会が多い。

　マンションの部屋に入ると、玄関で芦原が聖を抱きしめた。

「寒かったろ。耳が冷たい」

　芦原が、はあっと息をかけて、聖の耳朶に口づけた。聖は芦原の首に腕を回し、自分からキスをした。

「珍しい」

「そういう気分です」

　聖から仕掛けたキスを芦原は愉しむように従った。舌を吸い、甘く咬んで、絡ませあった。

　ここしばらく芦原が忙しいのは知っていた。急に出向先が変わり、小さな病院を二つ掛け持ちしている。かつて、そのうちの一つの病院に叔父が出向していたことがある。そこが医者にとって不本意な仕事もあると聞いていた。聖はそれを覚えており、芦原の現状を思いやっていたのだった。

　聖がされたように、芦原の身体に触れてゆく。年上の男としか寝たことがない聖は、いつも受け身だった。ぎこちないかと自分でも思ったが、芦原の服を脱がし、胸の突起を舌でつついた。

　鳩尾の僅かなくぼみ、肩胛骨の横、肋骨の下。芦原が呻くポイントを一つずつ見つけ、紅い印を付けていった。

　黒く艶のある芦原の陰毛。聖のそれは髪と同じ少し明るい色だ。それが絡まるようにお互いをこすりつける。聖の方が体重が軽いので、芦原に乗りかかって動くと、芦原が聖の腰をがっしりと支えた。

「悪い、こうさせて」

　芦原は聖をうつ伏せにさせて、太腿の間に自身を挟んだ。

「ここでいかせてくれ」

　荒々しい息づかいで芦原が動く。それに合わせて聖のモノも擦れて刺激された。

　吠えるような芦原の声と、か細い聖の喘ぎが重なった。

　まさに融け合うという感覚を二人同時に味わい、放つと、ふたりは一緒に笑った。爽快で突き抜けた笑いだった。







「ちょっと。ヒジリくん何やったの？」

「何にもしてないですよ」

「じゃあ、あれ、何よ」

　宮井がうどんを啜りながら、箸で指したのは、背後の大野だった。

「知らないですって」

「ほっとけほっとけ。何にも言ってこないんでしょ？」

　魚フライを解体している宮尾がちらりと後ろを振り返り、「まだ見てる」と不快そうにした。

　昼休み、寒いので最近は外に出ず、もっぱら学内食堂で昼食を済ましている。今日は朝からずっと大野がこちらを睨んでいるのだ。原因に心当たりがない聖は、無視する以外どうしようもなかった。

「それより、明日のテスト！　どーよ」

「落としても再試があるから、気楽にいこ」

　宮井と宮尾が言うと、聖がぼそりと突っ込んだ。

「それはどうかな……」

「なんでよ」

「聞いた話なので、わかんないですけど。再試は超ハードル高いらしいです」

「マジ？」

　聖は寝物語に芦原から聞いた情報を話した。

「ソースは？」

　尋ねた宮尾に、聖がテーブル中央のウスターソースを渡した。

「ありがと。……って違う！」

「フライにかけないんですか」

「かけるけど、違う。ニュースソース」

「あ、すみません。先輩から聞きました」

「ヒジリくんに先輩なんていたんだ」

　宮井が揚げに箸を突き刺した。彼女は掴むのが苦手なのか、ほとんどの物に箸を立てる。最初のうちは聖も眉をひそめていたが、もう注意する気は失せていた。

「まあ、それなりに。たまたま教えていただいたので」

「ふーん」

「で、これ。ちょっとまとめてみたんですけど。目を通しますか？」

　聖は要領を書き出したノートを見せた。

「マジっすかー」

　パラパラとページをめくった宮尾がぱたりと閉じて、声を潜めた。

「つか、ダメ、こんなの門外不出。コピー不可。帰りにＢＢカフェ行こう。ミャーちゃんもいいよね」

「え？」

「こんなの他のみんなに見つかったら餌食になるって」

　要は自分たちだけで、ということだ。聖は特にプランを持っていたわけではないので、肯いた。

「コピーとか、いいんですか」

「いい。覚える」

　ミャーミャーズは二人とも地頭がいい。理解力も早いので、集中すれば覚えてしまえる。聖も要領を書いた時点でほとんど覚えていた。

　次の日のテストは、聖とミャーミャーズは余裕で通ったが、学年の半数近くが合格点に達しなかった。

　大野や岡野も通らなかったようで、廊下の隅で言い争っていた。

「痴話げんか？」

「みたい」

　クスクスと笑う者より、全く興味を示さない者の方が多いのはこの大学の特徴かもしれない。　

　聖は気にかかったが、大野はもう岡野しか見ていないのだと思い、目を伏せた。
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　短いメールでの年賀状が飛び交う。聖は少し迷って大野にも定型文での年賀メールを送信した。新年の挨拶だけと返信には期待をしていなかった。しばらくして大野からも「謹賀新年」とだけ書かれたメールが届いたので、驚いた。儀礼的なものではあるが、全く無視されているわけではないと思うと、聖はなんとなくほっとした。

　短い休みが明けると、またテストが押し寄せた。そうこうしている間に、聖の妹はセンター試験を迎えた。

　青い顔で妹が帰ってきたとき、家にいたのは聖だけだった。

「大丈夫？」

「うん……疲れたぁぁ」

「ココア、作ろうか」

「ありがとう。お弁当もありがとう。すごくおいしくて、気分が楽になったよ」

「そっか。よかった」

　叔父に教わった作り方でおにぎりと野菜が多めのおかずを作ったのだ。もちろん験担ぎで小さなカツも入れた。

　聖は試験の出来具合を聞かなかった。いずれにせよ、終了したのだ。いまは妹を休ませてやりたかった。

　牛乳を沸騰しないように温める。茶こしでココアをふるって入れ、はちみつを少し、砂糖を少し。疲れた頭にはこういうものが効く。

「おいしい……」

　ほうっと息をつき、直すなおはマグカップを両手で持った。少し顔色が戻ってきていた。

「できたよ、試験。どれもできたと思う」

　直はピースサインをした。

「だと思った。力出し尽くした顔してるから」

「うん。これでダメだったら、もう私、大学行かない」

　それくらい自信があるということだ。聖もほっとした。

「まだ二次試験あるし」

「だよね。でも、なんかいけそうな気がする」

　妹は聖をまっすぐに見て笑った。

「でも、こんなことお母さんには言わないで」

「わかってる」

　母は完璧主義だ。できたといえば、満点しか許されない。たっぷりの愛情を注がれて育ったと思っているが、彼女の一番は常に夫で、子どもへは適度に厳しかった。

「できたのなら、Ｔ大狙ったら？」

「ううん、Ｎ医大がいい。多分、私に合ってると思う」

　Ｎ医大はかつて女子大学だったため、いまでも女子の比率が多い。ずっと女子校できた直にはそれでいいのかもしれない。

「そっか」

「うん」

「きっと合格するよ」

　聖が言うと、妹はもう一度ピースサインをした。

「大兄おおにいちゃんも大丈夫かな」

「他の大学はわかんないけど、頑張ってるみたい。昨日、メール来たよ。直のこと、心配してたから、あとでメールしとけよ」

　聖と直の上にＩ医大六年の兄がいる。大学まで遠いので、一人暮らしをしている。いま国家試験直前なので、彼にも余裕がない。正月には帰ってきたが、すぐに戻っていった。たまに「直のことを頼む」と聖にメールが来る。兄も歳の離れた妹を心配しているのだった。
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　いつもはメールで連絡を取り合っているが、基礎研究室に来ていた芦原と聖は廊下でばったりと会った。　

　芦原は論文と格闘していた。先般の学会で発表したものを海外の学会雑誌に投稿するものだ。それのせいで、年が変わってから二人は会っていなかった。

「情けない話だが、英語でつまづいててね。どうも微妙な表現がうまくいかなくて」

　芦原が珍しく頭を掻いた。

「……科学論文で役に立てるかどうかは分かりませんが、一度読ませてもらえますか」

「え？」

「英語なら、どうにかなるかも」

「どういうこと」

　怪訝な顔の芦原に、聖は自分がクオーターだと話した。

「母方の祖父は、日本語に不自由はありませんが、僕たちの教育のために英語で接してきました。会話が基本でしたから論文となるとどうかは分からないですが……」

　聖は控えめに言った。イギリス人の祖父は、アメリカ英語の言い回しもたたき込み、便乗した母はまだ幼い頃から聖たち兄妹に英字新聞と小説などを読ませて育てたのだ。おかげで聖は英語には不自由していない。

「そうだったのか。じゃあ、君の髪、地毛なんだ」

　芦原は妙なところで納得していた。

「メールで送ってもらってもいいですし、コピーがあればそれでも」

「すげー情けないけど、頼っていい？」

「僕から言い出したことです。今週はもうテストもないし」

「じゃあ、今夜、家で、っていうのはどうだ」

「家庭教師ですか」

　聖はクスリと笑った。

「マジなんだよ……」芦原が手を合わせた。

　いつもは夜になってから向かう芦原の部屋に、今日は講義が終わるとその足で行った。

　芦原は部屋を暖めて待っていた。

　プリントアウトした論文を聖はソファに座って読みはじめたが、一枚目の半分もいかないうちにダイニングテーブルに移動した。赤のボールペンで次々にチェックしていく。

「こことここは時制の不一致……これは複数形を使う方がいいでしょう」

　言いながら芦原を見ると、叱られた小学生のような顔をしている。

「……すみません。先に全体を通して読みます」

　聖は少しおかしくなって、論文に目を戻した。

　読みながら、引っかかりをチェックしていくと、たちまち紙が赤くなった。

「論旨は分かるんですけど。っていっても、僕には内容が難しすぎて正確な理解はできていないので、文章だけ」

　そう言って、聖は論文を返した。

「うわ。……ごめん、本当に恥ずかしい」

「雅生さん、会話はそんなに不自由なくできるんですよね」

「ああ、まあ」

「文章の癖でわかります。会話をそのまま書いちゃうから、ニュアンスは伝わるんですけど……」

「学術論文になってないんだろ。そうなんだよ」

「定冠詞とかが特に。話し言葉ではさほど気にしないですから。チェッカーかけても指摘されるだけで改善点がわかりませんからね」

「本当にありがとうございます」

　芦原は丁寧に頭を下げた。プライドもあるだろうに、と思うと、この姿勢に聖は芦原の気持ちを察した。

「えっと、細かいところで僕が分からないところを一緒に見てもらえますか。たとえば、ここ。多分もっと内容を説明したいんだと思うんですけど、もたついて意図が伝わりにくくなってます」

　聖は芦原のノートパソコンを指した。

　一文ずつ、間違いを打ち直してゆく。研究内容で聖が理解できない箇所は解説してもらい訂正した。

「自己免疫疾患は大変ですね……」

「大変じゃない病気なんてない」

　臨床医師としての顔で芦原が言った。

「雅生さん、やっぱりドクターだ」

「んー？」

　カタカタとキーボードを叩く芦原を聖は見直した。英文は上手だとは言えなかったが、会話文として見ると成り立っている。論文の内容は専門的すぎて聖が理解できるのはまだまだ先のように思えた。臨床をしながらこの研究を行うには並々ならぬ努力が必要だっただろう。出向病院を掛け持ちして、さらにここまで仕上げていたことに敬服した。ちゃんと真面目に仕事をする人は尊敬できる。

「ポイント、プラス」聖は小さく呟いた。

「なに？」

「なんでもありません。……あ、そこ､the が抜けてます」

　聖は画面を指した。

「thank you」

　きれいな発音で芦原が返した。







「終わったー！」

「お疲れ様でした」

　聖は立ち上がって伸びをした。横で一緒にディスプレイを覗いていたのだ。

「横から見てると目が疲れただろう。悪かった。本当にありがとうございました。メシ、行こう。腹減っただろう。これは純粋にお礼。本当はお金の方がいいんだろうけど……」

「そんなつもりはありませんから、結構です。ゴハンはおごってもらおうかな」

　聖は悪戯っぽく言った。

「でも、その前に」と、座っている芦原に口づけた。

「どうした……」

　軽くキスするつもりが、聖は自分で驚くほど大胆に芦原の口腔内を貪った。

「……っ……はぁ……」

「ピザと寿司、どっちがいい？」

「そんなの……」

「出前じゃないと。こんなので出かけらんないだろ」

　芦原が聖のカーディガンのボタンを外した。

　その間も聖は口づけをねだり、芦原のセーターを脱がせた。

「どっちもいらない」

「俺はピザ。腹減った。がっつり食いたい」

　笑いながら芦原は電話を掛けた。時間指定を一時間後にした。

　電話の間も聖は芦原の乳首を甘噛みしていた。そんな彼の髪を芦原は優しく撫でた。

「珍しいな」

「僕にも分かりません……」

　芦原は聖をソファに連れて行き、デニムの前をくつろがせた。

「……あ」

「元気だな」

　そう言うと、芦原は聖のそれに舌を這わせた。

「うわ、な、なに……！　やめ……っ！」

　じたばた暴れる聖を抑えて、芦原は全体を咥えた。

「シャワー！　きたないから！」

　聖は清潔を好む。いままで、口での愛撫は許してこなかったし、自分からもしなかった。

　芦原は無言で、わざと音を立てた。

「……あう……っ」

　反応して、大きくなるのが恥ずかしかった。聖は身を捩ったが、腕が押さえられていた。

「いいんだろ？」

　芦原が口を離すと、聖のそこはぷるんと跳ねた。

「大丈夫、今日はもうキスはしないから……ちゃんとこれを食べてやるから。ほら、足開け」

　下着を剥がれ、屹立したそれを芦原の口に含まれた。

「はあっ……ん……っ」

　ざらざらした舌の感触が、尖端の敏感な部分を何度も行き来する。そのたびにのけぞるような快感が背中を駆け抜けた。口でされるのがこんなにイイとは思わなかった。聖は素直にその愉悦に身を任せた。

「ごめん、飲むのは俺も無理」

　ティッシュに聖の液体を吐き出し、芦原は聖をバスルームに押し込んだ。

「もうすぐピザが来るし、先にシャワー浴びろよ」

　片手に歯ブラシを持って芦原が笑った。







　二人で猥雑なピザの食べ方をし、ビールを二缶ずつ開けた。三缶目のビールを飲み干した芦原は卑猥なスタイルで聖を誘った。

「来いよ」

　聖は「いいんですか」と聞こうとして、やめた。アルコールがぐるりと頭の中を巡り、本能のままに芦原を貫いた。男の内に入ったのは初めてだ。口でされたのもよかったが、それ以上の柔らかな締め付けに、腰が勝手に動いた。

　男同士の獣じみた交わりに、二人とも異常に興奮し、我を忘れて乱れた。

　この夜、聖は芦原の部屋に泊まり、朝まで何度も睦み合った。
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　聖は始発電車で一度家に帰り、支度を調え直して大学に向かった。

　いつものように階段教室に行きバッグを置いた聖は、「見られてる」と、思った。

　振り向くと後ろの席から強い視線が飛んできた。大野だ。

　何の文句があるのか。寝不足の聖は少しむかついた。

　つかつかと階段を上り、大野の前に立った。

「おはようございます」

「……」

「僕に用ですか」

　大野はそのままの目で聖を見た。不満一杯の顔だ。

「なんなんですか。この前からずっと」

「……っるせ」

　目を逸らす大野がカンに障った。ポイントマイナス百。いや、五百だ。

　ダン！と机に手を置いて、顔を大野の真ん前に持って行った。

「言いたいことあれば、ちゃんと言ってください」

「ねーよ」

「ないんですね。本当ですね？」

　冷静な声が出た。聖はじっと大野の目を覗き込んだ。彼は嘘をついている。

　返事のない大野を置いて、聖は自分の席に戻った。周りの誰も特に気にとめている様子はなかった。ミャーミャーズだけが揃ってニヤニヤとしている。

「とうとうキレた？」

「別に」

「ふふーん。ガツンと行け行け！」

　宮井が大きな鏡を置いてリップクリームを塗った。

「もう何も言いません」

「あっそ。それもいいけどぉ」

　含み笑いをしているのは宮尾だ。彼女は見かけによらずいつも物を考えている。

「あー、また睨んでる。オーっち、目つき悪いなあ」

　鏡に映っていると宮井が言った。横から宮尾も確認して、聖に小声で囁いた。

「彼、睨んでるんじゃないよ。誤解しないであげて」

「誤解って？」

「なんだろね。わかんない。多分、オーっちも分かってない」

「じゃあ、僕も分かりません」

「だよねえ……」

　聖は席について、ぐいっとマフラーを取った。ダウンも着たままだった。人に怒りを見せたのは多分初めてだ。子どもの頃から、深く関わる友人はいなかったし、他人にはほとんど興味がなかった。だから、先ほどのように机を叩いたことに自分でも驚いた。ふと昨夜の行為をあれも初めてのことだと思い出し、自分の攻撃性にスイッチが入ったのか、と分析した。
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　バレンタインだから会おうという妙な理由のメールが聖に来た。もちろん相手は芦原だ。

　特に用事もないのでＯＫの返信をして、当日、いつものように彼のマンションに行った。

「なんだか荷物が多いな。俺に？」

「違います。今年はなんだか沢山もらいました」

　袋の数を数えて、芦原が不服そうな顔をした。

「……俺より多い」

「そうですか。あげませんよ」

「そこまで落ちぶれちゃいねーよ。って、でかいゴディバが五つも！　こっちは銀座の何とかってチョコ職人の限定だろ」

　言いながらも芦原は中身をチェックした。

「よく知ってますね。全部妹行きです。受験生ですから、糖分補給に。高級店のは質がいいですからちょうどいいでしょう」

「まあ、そうだけど。これ、全部本命じゃねーの？　ちゃんとカードついてるし」

「違うでしょう。まあ、今年はちょっと多いかな」

　大野に向かったあの日から、聖は何人かの女子に誘われた。日頃、話したこともない女子もいて少し戸惑ったが、全員丁寧に断っている。

「バレンタインに俺を選んだ」

「深い意味はありません」

「知ってる」

　深いキスを繰り返し、二人は服を脱がせ合った。

「俺が好きか？」

「さあ、何とも。……ああ、でも、最初の頃よりは雅生さんを知った気がします。嫌だったら来ていません」

　あくまでも身体の欲求を満たす付き合いだと聖は解釈している。恋愛とは違う。

「クールだな」

「そうでもないです」

　聖は自分から抱きついた。







　逢瀬の夜は終電間際の電車に乗る。駅まで芦原と聖は一緒に向かうことが多かった。

「うー、寒い。雲がないから星がすごい」

「空気がぴんと張ってる。この感じ、結構好きかも」

　聖が言うと、芦原は彼を引き寄せた。

　住宅街から駅前のロータリーにさしかかる場所、こんな時間に人影も車もない。

「何……」

　言いかけた聖に芦原は口づけた。

「ハッピーバレンタイン」

「雅生さんもハッピーで」

　両手で身体を離し、聖は笑った。

「おかしかったか」

　あはは、と声を上げて聖は笑い続けた。

　芦原のストレートな感情を無防備に受け取ってしまった。愛されていることを知ってしまった。そんな自分が可笑しかったのだ。

「おい、どうした？」

「古い映画の歌ですけど、Nice work if you can get it.っていうのが、いま、頭の中で鳴ってます」

「知らないな……」

「メロディはきっと知ってますよ。割とポピュラーですから。ああ、でも、内容は知らなくてもいいかな」

　クスクス笑いの止まらない聖は横断歩道を渡り、訳が分からない顔の芦原に囁いた。

「Loving one who loves you...」美しい発音で呟くと、聖は続けた。「僕、雅生さんのことがちょっとだけ好きかも」

「え……！」

「電車が来ます。急ぎましょう」

　聖はホームへの階段を二段飛ばしで登った。芦原も笑いながら同じように登り、反対方向の二人は別々のホームに降りた。







　先に芦原の電車が着いた。乗り込んだ彼は、窓際でメールを打っている。そしてそれは発車と同時に聖の元に届いた。

「Nice work if you can get it.　調べて聴いてみる」

　歌詞を読んで、戸惑いながら笑う芦原を想像して、聖は星を見上げて笑みを浮かべた。

　人の気配に何気なく横を見てぎょっとした。

　ベンチに大野が座ってこちらを見ていた。

　無視した聖に彼は近づいてきた。

「……」

　無言の彼が気味悪く、聖は数歩、移動した。

　同じ歩数、大野が近づき、ぼそりと言った。

「……あの人と、付き合ってるのか」

「は？」

「さっきの人と付き合ってんの？」

　何だ、この問いは。聖はむっつりと答えた。

「大野さんに関係ありません」

「…………だよな」

　大野は目を伏せた。

　ちょうどそこに電車が来たので、聖はそのまま乗り込んで、車両端の席に座った。乗客はほとんどないのに、大野が聖の向かいにどすんと座った。

　今の座り方、マイナスだ。聖はそんなことを思い、窓の外を見た。

　最終電車は各駅停車で、ゆっくりと進む。すぐに扉が開くので、車内の隅にいる聖のところまで風が吹き込んでくる。足元は夏の誕生日にもらったレザーのナイキエアフォース１だ。今の季節、ブーツ代わりに重宝している。大野の靴は履き古したコンバースだ。秋に紐が切れて買い直したのを知っている。彼のサイズは二十六センチ、綿の五本指ソックスが定番。そんなことをまだ覚えているのに、彼は自分から離れていった。

　さっき浴びたシャワー、髪がまだ乾ききっていないのか、頭が冷たい。大野はニット帽を被っている。ダウンは二人とも量販店のもの、聖は紺、大野は青。聖のマフラーはトラディショナルなカシミヤ、大野のはストライプのニットだ。大野のシンプルな質素さは彼の性格を表しているようで、そんなところを好ましいと思っていた。なのに。

「あの人のこと、好きなのか」

「……」

「さっき、キスしてた」

　見られていた。ずっと隠してきたことがこんなにあっさりばれるとは。聖は迷う前に開き直った。

「だったら、なに」

「……なにもない。あの人とよく会ってるみたいだし」

　聖が怪訝な顔をすると、大野はまたうつむいた。

「店の中から見えるんだよ、歩いてんのが。あの人、店でその……買い物もするし」

　大野のアルバイト先のドラッグストアで芦原はコンドームを買っているのだろう。

「感染予防に必要だから」

　聖が言うと、大野は頬を赤くした。そして、前のめりの姿勢で完全にうつむいた。

　一駅分、聖は知らん顔をしていた。

　迂闊だった。芦原から愛されていること。彼への好意を自覚して浮かれていたから、あんな場所でキスを許してしまったのだ。もっと注意すべきだった。そんなことを考えて、もう一駅が過ぎた。

「…………」

　時折大野の肩が震えている。泣いているのか。聖は訳が分からなかった。

「大野さん？」

　大野はぐしっと手で涙を拭った。聖はハンカチを出して渡した。

「洗濯してあるから、大丈夫。返してもらわなくていいから」

「……あ、り、がと、う」

　変な息継ぎで受け取って、大野はそれを目に押し当てた。

「僕、もう降ります。また、明日」

　どうしてそんなことを言ったのか、自分でも分からない。ただの挨拶だったのか、ほんの少しの希望か。

　聖は電車を降りて、階段へ向かった。走り始めた電車、大野と目が合った。赤く濡れた目は、しっかりと聖を見ていた。

「なんなんだ……」

　階段を数歩登って、聖の足が止まった。

「……あ！　あ？……いや、違うか。でも……」

　一人で呟いて、階段を駆け上がった。電車はもう光しか見えない。

「大野さん……僕のこと……？」

　こんなことに気づかなかったなんて、自分はなんて子どもなんだろうと思った。











コンタクト・ゲージ　２
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　バレンタインデイの翌朝、武田聖はいつものように大学へ行った。

　階段教室の窓際、正門から入ってくる学生が見える場所。昨夜、あんな別れ方をした大野が来るかどうか気になっていた。

　Ｔ大学医学部の聖は、膠原病科医師の芦原雅生と「割り切った付き合い」をしていた。昨夜も聖と芦原は逢い、その帰り道に夜中の街角で二人はキスをした。聖は芦原に愛されているのを感じ、自分も彼を好きになっていると自覚したのだ。あたたかな気持ちで駅のホームに立った聖は、そこで大野と出会った。終電の中で、大野は急に涙を流したのだった。

　あの涙は、なんだったのだろう。聖は眠ることができなかった。おそらく、自分の考えは正しい。だとしたら、自分はどうすればいいのだろう。

　夏に親しくなってから、聖は大野を想っていた。ちょうどその頃、失恋した聖の傷心を大野が埋めたのだった。聖は彼に良い友人として接し、一緒に勉強し、一緒に遊んだ。なのに突然、大野が聖を拒絶したのだ。聖は訳が分からなかった。おまけに聖に告白してきた女子と大野が付き合い始めたことで、聖は彼が自分のような同性愛者ではないということを思い知った。だからという訳ではないが、聖は芦原医師と身体を重ねるようになった。芦原とは本当に割り切った付き合いで、お互いの都合の良いときに寝る、それだけだったが、二人の相性は良かった。芦原に尊敬の念を抱いた聖は、彼に好意を持っているのを自覚した。それが昨日の夜だ。

　芦原に愛されているのを感じ、聖もまた彼への想いで幸せな気分に包まれていた。

　なのに、あの涙。

「おっはよ」

　薄いピンク色の髪をカールさせた二人組が聖の後ろの席に座った。宮井、宮尾のミャーミャーズだ。

「おはようございます。昨日はチョコレートありがとうございました」

「どういたしまして」二人は声を揃えた。

「どしたの？」宮尾が聖をつんとつついた。

「どうもしません」

「誰かから告られた？」

「違います」

　宮尾の鋭さに聖は目を窓に向けた。植え込みの脇の石畳を大野が歩いていた。横にはべったりと岡野がいる。聖はそこからも目を逸らした。

「悩み事はさっさと解決。引きずるとしんどいよ」

　宮尾が笑った。

　大野と岡野が講義室に入ってきた。大野は聖の方を見ようともせず、後方の席に向かった。

「オーっち、夕べバイトで岡野さんと逢わなかったんだね」

　宮井がスマートフォンを触りながら言った。

「ふーん」

　宮尾がいい加減な返事をした。

「ツイッターでだだ漏れ。オーっちだってバイトだったら仕方ないじゃん」

「あの子のツイートなんて読むだけ時間の無駄」

「ブログも読んじゃってるワタシ」

　宮井が言うと、宮尾が肩を竦めた。

「地球規模でプライベート流す神経がわかんない」

「オーっちも気の毒に。何もかもぜーんぶ書かれてる。夕べは連絡もなかったって」

「それであれなんだ」

　宮尾は後ろの席を指した。岡野が大野の腕にすがりつくようにずっと何か言っている。聖はほんの少しそれを見て、素知らぬ顔を決め込んだ。聖は心の中で人にポイントを付ける。岡野のポイントは減る一方だ。

　大野は岡野と付き合っている。その岡野は、以前、聖に告白してきた女子だ。聖はもちろん断った。その直後に大野と付き合うようになったのだ。そのときに感じた違和感が、昨夜の大野の様子で分かった気がした。
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　昼休み、聖はミャーミャーズと学食に行こうとすると、途中で田端が合流した。

「一緒、いい？」

「どうぞ」

「たばたん、ヒジリくんのレポート目当て？」

　田端は聖と実習の班が同じだ。宮井がにやにやした。

「それもあるけど。武田って大野さんと親しくなかった？」

「別に……」

「そうだっけ。ま、いいや。後ろの席、岡野さんがうるさくて」

「オーっちがバレンタインの夜なのにバイト入れてたからっしょ」

　また宮井が言った。

「よく知ってるね。あ、ツイッターか。女子はこわいなあ」

「私たちはツイッターは情報収集にしか使わないよ。あんなに自分のこと書いたりしない」

　宮井が「ねえ」と宮尾に同意を求め、彼女は肯いた。

「だよな。俺もわかんね。武田もやらなさそうだな」

「しません。レポートなら家に帰ってからで良いかな。資料、メールするけど」

「頼める？　助かる」

　田端が拝む仕草をした。

「俺も！　ノート取り損ねてるところがあるんだ」

　いつの間にいたのか、後ろから谷村が声を掛けた。彼も聖と同じ班で、バレーボール部に所属している。全国の医学部の運動部による大会「医学体」で優勝するための練習で、たまに授業がおろそかになることがある。

「了解。家帰ったらすぐに送る。忘れることはないと思うけど、遅いと思ったらメールいれてくれるかな」

「よろしく。……にしても女子って恐いねー。あ、ミャーミャーさんたちは別ですよ」

　弁解した谷村に田端が言った。

「岡野さんだろ？」

「そ。こえーのなんのって。あんなに怒られなきゃなんないんだったら、俺、カノジョいらない」

　皆で定食を食べながらも話題は岡野と大野だった。

「いろいろだよ。私もミャーちゃんも昨日は彼氏と逢わなかったよ」

　宮尾がサラダをつまんだ。宮尾も宮井も年上の男と付き合っている。彼女たち自身も三浪で入学しているので、聖だけでなく田端達も何となく敬語を使う。

「えー！」

「だって、私もバイトだったし、彼氏も仕事忙しかったから。チョコレートは次に逢うときに渡せばいいの」

「うちも同じ。無理して逢っても、盛り上がらないし。気持ちの問題だよね」

　言いながら宮井はフライに箸を突き刺した。

「へー。ミャーミャーズさんみたいなキレイ女子でもそういう人いるんだ……」

「谷村くん、それ、ほめてくれてんの？」

　頭ごと肯いた谷村に、田端が笑った。

「ミャーちゃんもミャオ姉さんも、感覚が大人なんだよなあ」

　彼らのそんな話を聞きながら、聖は大野が気になっていた。話ができれば一番良いのだろうが、岡野の感情が治まらないうちは大野に余裕はないだろう。というより、大野自身が岡野どころではない自身の感情を持て余しているだろうと思う。

「難しいな……」

　ぽつりと呟いた聖に、皆の箸が止まった。

「なーに、ヒジリくん。何が難しいの？」

「え、あ、……いや、大変だなあと思って」

　聖が言うと、田端と谷村が同調した。

「うん、大変だろな」

「放置放置。オーっちがちょっと優しくすれば、おとなしくなるって」

　宮尾がフライを小さく分けて口に運んだ。

「へー」

　彼女のいない田端と谷村はふむふむと聞いている。聖は大野の前に自分の感情をどうするか考えた。



　帰宅して自室のパソコンから田端と谷村にレポート資料を添付したメールを送り、聖はそのままぼんやり画面を見つめていた。

　メールフォルダには「Ａ」というものがある。芦原からのメールはそこに入っている。携帯での連絡が主だが、たまにパソコンでのやりとりもする。

　昨日は確かに芦原のことを好きだと思った。いまも思っている。芦原は気のいい男だ。見た目も悪くないし、仕事ぶりも尊敬できる。そしておそらく、自分を愛してくれている。

　芦原とは「カラダだけの付き合い」で始まった。聖は、ずっとそのつもりだったし、気楽な関係だった。二人だけで出かけることもなく、どこかへ食事に行ったこともない。芦原とのセックスは安全で、強要されることのない安心できるものだ。ふたりで愉しみ、お互いの身体を満足させる。

　聖は芦原に大事にされている、と感じた。それは彼の優しさで、本質的なものだろう。だから、好きだと思ったのだ。

「好き……かな……？　嫌い、じゃないな。イヤでもない」

　聖は自分に聞いてみた。

「楽しい？　……たのしいか。嬉しい？　嬉しいってのは違うかな。会えないと悲しい？　どうだろう。わかんないな……このままずっと会えなくなるのなら、悲しいか」

　ベッドにごろりと寝転んで、聖は考えた。

「じゃあ千束ちづか兄さんは？　好きだよな。……まあ、でも、千束兄さんは特別だし。一生会えない訳じゃないから、悲しくない」

　聖は一番愛した人を想った。愛してはいけない叔父だ。父の一番下の弟で、聖は千束兄さんと呼んで慕っている。聖にとって憧れで、心から愛している。ただ、想いを伝えることはできないまま、失恋した。いまでも特別な存在だ。

「雅生さん……」

　芦原の名を呟いてみた聖は、胸が苦しかった。思った以上に自分は芦原を好きになっていると気づいた。

　一つ大きなため息をついて、聖は起き上がった。

「やっぱり、大野さんと話さなきゃ、だな」
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　翌朝、聖は大学の最寄り駅改札で、ミャーミャーズと一緒になった。

「おはようございます」

「おはよ」

「おはよう。いつもより早いですね、って聞きなさいよ」

　宮尾が笑った。

「……はあ。小原先生のペナルティだったら、多分みんな三十分前に集合してますよ」

「うそ！」「マジ？」宮尾と宮井が口を揃えた後ろから、「ダッシュ！」という声が聞こえた。谷村だ。

　病理学の小原准教授は、実習で全員に違う標本を配った。それを顕微鏡観察し、何の標本か実習時間内に答えなければならない。できなかった学生は、朝の講義前に十五分程度のミニセミナーを受けることになる。聖はなんとか通ったが、半数近くの学生がペナルティを科されていた。

　ミャーミャーズと谷村がバタバタと走っていく。

「頑張ってください」聞こえるはずもないが、聖は言ってみた。

　背後からガコガコという妙な靴音とともに、すごい形相で聖を追い抜かしていったのは、岡野だった。太くて高いヒールのブーツ、もこもことしたコートは走るには不向きに見える。

　彼女のツイッターを見るつもりはなかったが、夜中に宮井がアカウントをメールで送りつけてきた。あふれ出す大野への雑言。バレンタインの夜にバイトを入れたのがそこまで非難されることなのだろうか。聖には理解しがたく、薄っぺらいと思ったが、一般的な女子の心情としてはこんなものなのかもしれない。妹と母はこういうタイプではないと思うが、恋愛となると分からない。

　ツイートは大野への想いが憎しみに変換されている。それだけ彼女は大野を好きだということか。かつて、聖に告白してきたのは何だったのだろう。人の想いは変わるものだとも思う。実際、聖は振られた直後に出会った大野に惹かれたのだ。

　そんなことを考えているうちに、講義室に着いた。案の定、閑散としている。

　後ろの席から田端が「おはよう」と片手をあげたので、聖も同じ仕草で挨拶を返した。

　いつもの窓際の席に座ると、植え込みのところを大野が歩いているのが見えた。大野はペナルティ組ではないようだ。岡野はきっとそれも気にくわなかったのだろう。

　聖は講義室を出て、廊下で大野をつかまえた。

「大野さん、おはようございます」

「……はよ」

　ぼそりと言う大野は聖と目を合わせない。

「ちょっと、話できませんか」

「……」

　大野は早足になった。

「いま話さないと、きっと一生気まずいままだ。僕はそんなのイヤです」

　不思議そうな顔で大野が聖を見た。

「大野さんだってそうでしょう」

　また目を伏せて、大野は無言で講義室に入った。無視された聖は、そのまま自席に着いた。



　午後の実習の休み時間、聖は二階実習室横の混んだ手洗いを避けて、一階のトイレを使った。ここは古くて寒いので誰も来ない。そういえば、芦原と話したのもここだったと思いながら手を洗っていると、のそりと大野が入ってきた。

「……」

　大野はもっと人なつこい顔だった。陽気であたたかな雰囲気だった。いま、聖の目の前にいる男は、くすんだ顔色の暗い表情だ。

　このトイレは、外に通じるドアがある。聖は古い鉄製の錆びたドアを開けて、裏庭に出た。庭とは名ばかりの一角だ。

「こんなとこ、あるんだ」

　付いてきた大野が周りを見渡した。壊れたベンチ、古い学祭の看板などが野ざらしになっている。

　大野はポケットからハンカチを出して、聖に渡した。

「これ、ありがとう」

「よかったのに」

　夜の電車で泣いた大野に聖が自分のハンカチを差し出したのだ。四隅を揃えてアイロンがきれいに当たっている。

　大野の体温が残っているハンカチを聖は自分のポケットに入れた。

「なんていうか…………なんて言ったらいいのか分からなくて。すまん。もうちょっと時間くれないか」

「話す気になったら、いつでも」

「……悪い。混乱してて」

「でも、無視するのはやめてください。とても不快です」

　聖は静かに言った。

「…………だよな。ごめん」

　大野は小さく頭を下げた。こういうところで片意地を張らないのが本来の大野だ。聖は少しほっとした。

「この場所、男子トイレからじゃないと抜けられないんです」

　聖が言うと、大野は一瞬考えて、ああ、と肯いた。

「逃げ場ってことか……」

　うるさい女子に見つからない場所だ。大野はもう一度肯いた。
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　次の日から、大野は聖に朝の挨拶くらいはするようになった。とはいっても、離れた場所から小さく手を挙げたりする程度だが。それでも聖は心が少し晴れた。昨年からの重しがほんの少しだけ取れた気がしたのだ。

　数日、そんな状態が続いた。

　珍しく二センチ程の積雪があった金曜の朝、講義室に入ってきた大野が聖に口だけでおはようと言って通り過ぎた。

「オーっちの目が覚めてきたかな」

　昼食を摂りながら宮尾が聖をつついた。宮尾は人をよく観察している。

「わかりません」

「少なくとも、挨拶もどきはするようになった」

「まあ、そうですね」

「オトコノコは複雑だねえ」

「僕からしてみれば、みんな複雑です」

　聖の言葉に、宮井が受けた。彼女は肘を付いて定食の肉団子に相変わらず箸を突き立てて囓っている。

「ひゃはは、そんなもの？」

「ええ」

　歯列矯正中の宮尾は、野菜炒めを少しずつ食べている。宮井が横から「ちょっと頂戴」とキャベツをつまんだ。

「そういえば、岡野さん、指輪おねだりしたんだって」

「へー」

　興味なさそうに宮尾が言うと、宮井が高級ブランドを口にした。

「うっそ。一番安いのでも二、三十万くらいじゃないの？　いや、セカンドラインなら七、八万でもあるか……」

　宮尾が眉をひそめた。聖の中で岡野のポイントがまた減った。

「セカンドじゃショボイって叫ぶよ、あの子」

「オーっち、親に頼りたくないってバイト頑張ってんじゃん。まあ、何に使おうと勝手だけどね……」

「ミャーちゃんとミャオ姉さんはそういうのないんですか？」

　聖が箸を置いて聞いた。

「私は買ってもらうけど、ちゃんと彼の予算も確認する。高いのは断るよ」

　握り箸で御飯を食べながら宮井が言った。

「おねだりはしない。とっても高いけど、どうしても欲しい物は特別な時に考える。そして自分もちゃんと出す。たとえば、これ」

　宮尾はいつも着けている指輪を見せた。ゴールドとシルバーの二連に小さなダイヤモンドが付いている。

「小さい頃からこのブランドは憧れだったんだ。どうしてもどうしても欲しくて、バイト代全部つぎ込んで、それでも足りなくて。彼氏が記念日に何かプレゼントって言ってくれたから、消費税分をプレゼントしてもらった。多分、それが一番高いかな」

「二人とも、いい人ですね」

　きっと彼氏たちは彼女らの気持ちを可愛いと思うだろう。聖は心の中でポイントを加算した。

「でしょ」

　宮井が笑った。

「学生だからね。なんでも分相応ってのがあるんだよ。親の時代はバブルだったから贅沢だったみたいだけど、いま、そんな感覚ってダサいよね」

　そういって宮尾は味噌汁を啜った。

「そんな指輪買っちゃったら、オーっち、もう逃げられないよね」

　宮井が入口付近のテーブルに座っている大野と岡野に視線を送った。

　聖もそうだと思った。大野はそれでいいのだろうか。

　学食に入ってきた上級生が隣のテーブルの友人に言った。

「うー、さむ！　また雪降ってきたよ」

「マジ？」

　そんな会話があちこちで聞かれた。
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　午後の講義中も雪が降り続き、帰る頃にはけっこうな積雪になっていた。

「ヤバイヤバイ！　まだ降ってる」「道、凍ってるし！」

　学生達は口々に言いながら駅に向かった。

「昼の間にこんなに積もるなんて珍しいよね」

　普段、ミャーミャーズと電車で一緒になることはほとんどないが、今日は乗った車両も同じだった。

　外を見ながら聖が呟いた。

「ゲリラ豪雪」

　とたんにミャーミャーズが噴き出した。

「やめてー！」「超ウケるー！」

　なにがそんなに可笑しいのか、聖にはわからなかった。

「でも、これ、マジやばくない？」

「雪が横に降ってる」

　ミャーミャーズはひそひそと話していた。

　都会の雪は厄介だ。誰もが慣れていない分、少しの積雪であちこちが麻痺する。

　今日は芦原は外病院に出向の日だ。それもドクターの扱いが過酷な方の病院。きっと余計な患者まで押しつけられて大変だろう……。聖は芦原を思いやった。

「……ねえ、速度、遅くない？」

　宮井が窓にへばりついて言った。

「こんな天気だから、徐行運転でしょう」

　聖が答えると、宮井が「そっか」と納得した。

　トロトロ走った電車は、やっと駅にたどり着いた。

　架線事故のため、運行を休止するというアナウンスが繰り返され、復旧の見通しが立たないという。

　乗客は電車を降りた。ホームは人で溢れている。

「マジー？　タクもつかまんないよね。バスもあんなに並んでる」

「バイト入れてなくてよかった」

「私も」

　ミャーミャーズがどうする？と言い合う間、聖は大野の姿を見つけた。岡野は方向が違うため、彼一人だ。

　先ほどより雪は少しましになっている。

　聖は駅前の様子を見て、決めた。

「ミャーちゃん、あそこに大野さんがいるんで、呼んでもらえますか？」

「あ、ホントだ。いいよ」

　宮井が大野を呼びに行く間、聖は空を見上げていた。

「ミャーちゃん、ミャオ姉さん、大野さん。三キロ程、歩けますか？」

「は？」三人が揃って聞いた。

「ミャオ姉さん、ブーツ、ヒールが高そうですけど歩けますか」

「大丈夫」

「ミャーちゃんはそのバッグ、斜めがけにしてください」

「え？　え？」

　言いながらも宮井はダウンコートの上からバッグを斜めがけにした。

「大野さん、バイトは？」

「……今日は休み」

「じゃあ、みなさん、僕に付いてきてください」

「はあ？」

「僕の家はここから直線距離で三キロちょっとです。こんなところで待ってても電車はいつ動くかわかんないし、家で鍋でもしましょう。さ、行きますよ」

　皆の了承も返事も待たず、聖は先に立って歩き出した。



「えーと、ヒジリくん？」

「なに、このリーダーシップ」

「…………」

　ミャーミャーズと大野が顔を見合わすが、聖は真面目な顔で言った。

「僕の足跡を踏んでください。大野さんは、一番後ろ。彼女たちが転ばないようにフォローしてください」

　四人は黙々と歩いた。傘にはすぐに雪がたまる。頃合いを見計らいながら、聖は傘の雪を落とすように彼らに指示した。

　幹線道路から住宅街に入ると、真っ白で、足跡もほとんどない。

「このへんで半分です。もう少し先にスーパーがありますから寄りましょう。靴、大丈夫ですか？」

「ちょっと冷たいけど、平気」

「スーパーで靴下買うー！」

「俺も……」

「靴下は僕の家に新しいのがあります。妹の買い置きもありますから、そういうのはいいでしょう」

　四人はまた歩き始めた。

　地元密着型のスーパーが見えてきた。

「鍋で良いですよね。材料ちょっと仕入れます」

　聖がカゴを取ると、宮井がカートを取ろうとした。

「それは結構。持って歩ける重さが知りたいので。カートだと、太っ腹になります」

　聖の理由付けに、ミャーミャーズが笑った。

「ヒジリくん、私たち、料理できないよ？」

「僕はできます」

「マジー？」「うっそ！」

「俺は鍋奉行」

　大野がぼそりと言って、白菜を選んだ。

「ニンジンと椎茸は家にあります。大根と……矯正中のミャオ姉さんにはエノキよりシメジがいいですよね。ミャーちゃん、くずきり取ってきてください」

「くずきりってどこにあるの？」

「あれ、野菜じゃないよね？」

　ミャーミャーズは本当に知らなかった。

「くずきりは乾物。戻したのは豆腐売り場」

「戻すってなに？」

「……もういいです」

　聖は三人を連れて店内を回った。

「鶏と魚……どっちが……いや、鶏か」

　聖は宮井の箸使いを考えた。彼女は魚を鍋の中で崩しまくるだろう。骨付き鶏肉のぶつ切りをカゴに入れた。

「キムチ鍋ー！」

　宮井がキムチの前で言うと、聖と大野が同時に声を上げた。

「邪道っ！」

　レジでは聖が皆を押しとどめ、自分で払った。

「僕が勝手に決めたことですから。その代わり、大野さん、半分持ってください。一人では重いので」

　聖はさっさと袋に詰めると、一つを大野に渡した。

　スーパーからは五分程で武田家に着いた。
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「お邪魔します」

　三人が玄関で言うと、聖がタオルを持ってきて、一人ずつに渡した。

「あ、うちは誰もいないから。遠慮なく入ってください。コートはそこに掛けて」

　玄関のスタンドを示し、皆をリビングに案内した。

　聖は新品のソックスを持ってきた。

「足拭いて、靴下、どうぞ。……あ、タイツでしたか。じゃあ、こちらで履き替えてください」

　ゲストルームにミャーミャーズを連れて行き、聖はリビングに戻った。

「……あの……なんか、俺まで……」

　大野がばつの悪い顔をした。

「こちらこそ、勝手に決めちゃってすみません。ちょっと僕も着替えてきますから、ミャーミャーズとここで待っててください。テレビはこれ」

　聖はテーブルのリモコンを指した。

「おっきい家だね」

「私、一戸建ての家に入るの久しぶり。生まれたときからマンションだし。あれ、オーっち、ヒジリくんは？」

「着替えてくるって」

「あ、そう。マジ、でかい家だよね」

　ミャーミャーズは大野のいままでの態度に触れず、普通に喋った。

「ここ、すごいよ。うちのオヤジなら食いつきそうな家だ」

　大野の父親は大工で、工務店を営んでいる。

「そんなもん？　壁の絵、いいね」

「うん、ステキ」

　三人はきょろきょろと観察した。

　しばらくして、聖が戻ってきた。

「紅茶とクッキーくらいしかなくて。とりあえず、これでテレビでも観ててください」

「鍋の用意、俺、手伝うよ」

「じゃあ、それ食べたらお願いします。ミャーミャーズはゴロゴロしててください」

「はーい」彼女らは遠慮がない。



　聖は土鍋に昆布を敷き、ボウルでくずきりを戻した。

　米を研ぎ、炊飯器にかけたところで、大野がダイニングキッチンに入ってきた。

「キッチンもでかいな。手伝うよ」

「お願いします。ちょっと重労働」

「任せろ」

　腕まくりした大野に、聖はビニール袋いっぱいの柚子を渡した。

「これを半分に切って、搾ってください」

「え、これ、全部？」

　小ぶりの柚子は二十個以上ある。

「大人四人。すぐになくなります。種をしっかり取ってください」

「いいのか、こんなに」

「庭になってます。まだまだあるんで」

「へー、すげー」

　シンクは大窓に面している。雪が降り積もる様子が動画のように美しい。大野はそれに感心しながらひたすら柚子を搾った。

　シンクの背面にガス台、その横にもシンクがある。聖はそこで大根をスライサーで薄切りにした。ニンジンも同じようにし、椎茸、シメジ、白菜、菊菜、ネギを切った。

　無言の作業。それでも聖は心地よかった。ちらりと振り向くと大野も穏やかな顔をしていた。

　聖は土鍋を火に掛け、昆布の出汁に鶏を入れた。

「ごちそうさま。何かすることある？」

　宮尾がティーカップを運んできた。

「そのテーブルにこの取り皿を並べてください。割り箸は右の棚の引き出しです」

　ダイニングキッチンはオープンタイプだ。

「はーい」

　聖があらかじめ出しておいた器を宮尾が並べた。

「箸置き、かわいいね」

「母の趣味です」

　聖はまな板を洗うと、ガスコンロを用意した。テーブルの下にガス栓があり、ホースをつなげば卓上で煮炊きできるようにしてある。

「カセットじゃないんだ！」

　宮尾が感心したように言った。

「ミャーちゃんを呼んできてください。食べましょう」



　くつくつと煮立った鍋から、聖は丁寧に鶏の脂をすくって、「さあどうぞ」と言った。

　一斉に箸がのびる。

「ちょっと、なにこれ！　超うま！」

「薄切り大根、味が染みてる」

「柚子と醤油でこの味？　うわ、マジおいしい」

　三人が口々に歓声を上げた。

「鍋奉行には悪いですけど、もう全部材料入れてます。その方がこの鍋は旨いんです」

「そんなの！」

　瓶ビールを開け、四人は舌鼓を打った。

「そういや、ヒジリくん、鍋は同じ箸でも大丈夫なの？」

　宮井は交差箸でくずきりと格闘している。

「鍋は直箸でも大丈夫なんですよ。気の問題だと思うんですけど」

　どういうこと？と大野が目で訊いた。

「ヒジリくん、人と同じお箸とかダメなんだって。カンとかストローとか、コップも？だよね」

　箸で摘むのを諦めた宮井は取り皿に口を付けて、くずきりを啜った。

「ああ、それはわかる。うちの家族もみんなダメだな。俺は平気だけど」

「でも、がっつりチューはいいんだよねー」

　ビールを飲みかけていた大野がぐっとむせた。

　それを笑いながら宮尾は大根が気に入ったのか、器に山盛りにした。

「ネギがあまーい。鶏もおいしい。そういえば、ヒジリくんの家族、どうして留守？」

　柚子のおかわりを入れて宮井は聞いた。

「ああ、妹は塾の追い込み合宿、両親は病院に泊まるそうです」

「へえ……」

「こういう日は年に何度もあることではないですし、職員も手薄になったりしますから」

「医者ってそんなことしなきゃなんないの」

「開業医だからでしょう。院長の考え次第です」

「ふーん」

　聖たちが話している横で、大野が黙々と食べていた。きっと、あの夜に見たことを思いだしているのだろうと聖は推測した。

「御飯と卵入れましょうか」

　聖がおじやの用意をした。

「ごはんと一緒に入れた黒いの、なに？」

「最初に出汁を取った昆布です。刻んで入れると旨いんですよ」

　火を止め、溶き卵を回しかけて、蓋をした。

　少し待って蓋を取ると、なんとも良い香りがした。

「超おいしそう！」

「さっきのでお腹いっぱいだと思ったけど、まだ入るよ」

　ミャーミャーズがレンゲを持って待機している。

　聖は刻んだネギと柚子醤油を入れて皆に取り分けた。

「すっごいおいしい……」

「昆布の歯触りがイイカンジ」

「うまー！」

　大野が親指を立てた。



「おいしかったぁ……」

　リビングのソファで宮井が寝そべっている。宮尾もソファにどかりと座っていた。遠慮がちの大野が一番行儀良いくらいだ。

　聖はお茶を入れ、自分も座った。洗い物は食洗機に突っ込んできた。

「いつもあんなにおいしいの食べてんだ、いいな」

「普段は家政婦さん任せです」

「じゃ、ヒジリくん、誰に料理習ったの」

「……親戚で上手い人がいるんです」

「へー、いいなあ、料理男子」

　寝たまま湯飲みを取ろうとした宮井の手を、宮尾がピシリとはたいた。

「ミャーちゃん、さすがにそれはダメ」

「あーい」

　懲りない返事で宮尾が起き上がった。

「雪、まだ降ってるよね……」

　宮尾が窓を覗いた。

「泊まっていってください。こんなのタクシーも無理でしょう」

「甘えていい？　マジ、無理っぽいし。家に連絡する」

　宮尾がスマートフォンを取り出した。

「私も！」宮井も電話をかけ始めた。

　聖は大野を見た。

「……いいのか？」

「もちろん」

　バッグからスマートフォンを出した大野は「うわっ」と声を上げた。

「どしたの？」

「い、いや……着信がすごいことに……」

　岡野だ。ミャーミャーズは冷たい視線を送った。

「うげ……オーっち、あの子、ストーカー？」

　宮井が自分のスマートフォンの画面を皆に見せた。

　岡野のツイッターが、病的なツイートで埋められている。

「これ……やばくない？　一分おきってか、ずーっとツイートしっぱなしだよ」

「あの子、自宅から？」

　宮尾が聞いた。

「うん、そうみたい」

「じゃ、オーっち、まず家に泊まるって連絡。彼女にはメールで無事とだけ伝えて、あとは電源ごと切っちゃえ。どこにいるか書いちゃダメ。こんな雪の中、飛び出すほど彼女もバカじゃないだろうけど。頭冷やせっての。オーっちだってゆっくり寝なきゃ。毎晩、夜中までスカイプっしょ？」

「え……」

「それとも、こんな状態の女を落ち着かせることできる？」

「いや、それは」

「でしょ。ラブラブバカップルも分かるけど、オーっち、振り回されすぎ」

　宮尾が聖の言いたいことを全部言ってくれた気がした。

「バカップルって……」

「そう見えるよ？」

　宮井も大野へ辛辣に言った。

　大野が手にしているスマートフォンがまた着信を告げた。

「ほら。さっさと先に家に電話しなきゃ」

　せかされて大野はまず自宅へ電話した。


7


「この部屋にお風呂もトイレもありますから、ご自由に。着替えは客用パジャマがクロゼットにあります」

　ミャーミャーズをゲストルームに押し込んで、聖はリビングに戻った。

「大野さんは兄の部屋を使ってください。僕の部屋の隣です。下着は兄の新品があります。パジャマは僕のでもいいですよね？」

「……悪いな、助かる。ってか、このソファで良いよ、俺」

「ちゃんとベッドで寝ること。寝不足が続いてるんですよね？」

「いや、そうでも……うん、そう」

「明日は土曜だし、寝坊して大丈夫。疲れ取らなきゃ。まず、お風呂」

　大野をバスルームに案内して、着替え一式と歯ブラシを脱衣所に置いた。

　キッチンで湯飲みを洗い、聖は息をついた。

　友人を家に連れてくることなんて、幼稚園以来だ。しかも女子が二人もいる。電話で母が絶句していたのも頷ける。自分でもこんな行動をするとは思ってもみなかったが、決断は間違っていなかったと思う。

　小降りになったとはいえ、まだ雪はちらついてる。

「何センチくらい積もってるんだろ……」

　先ほど、テレビのニュースで幹線道路と主要電鉄が事故で渋滞や運行中止が頻発していると言っていた。

　聖は芦原に「お疲れ様です」とだけ書いたメールを送ってみた。返信がないところを見ると、きっと急患対応に借り出されているのだろう。こんなときに芦原を思い出すのは、やっぱり好きということかと思った。

「お先に。ありがとう」

　大野が頭にタオルを被ってやって来た。

　聖はグラスに水を入れて渡した。

「早いですね。冷えただろうからゆっくり浸かれば良かったのに」

「遠慮したんじゃなくて、いつも早いんだ」

「じゃ、今日はもう休んだほうがいいです」

「そうさせてもらう。……ありがとう」

　大野がぺこりと頭を下げた。



　聖が風呂から出ると、電話が鳴った。午前一時を少し回っている。緊急事態か。

　電話を取ると、岡野だった。キイキイと大野を出せとわめいている。

「岡野さん、どこで聞いたんですか？」

「オーくんの家に電話して聞いたの。ねえ、代わってよ」

「もうお休みです。岡野さんも早く寝た方がいいです。声が疲れてますよ」

　聖は不機嫌さを押し込んで、優しい声を出した。

「武田くぅん……」

「大野さんが心配だったんですよね」

「うん」

「大丈夫ですから、岡野さんも安心して。僕ももう寝ます。おやすみなさい」

　聖はちょっと甘えたような感じで言って、彼女が食い下がらないうちに電話を切った。本当は腹立たしくて怒鳴りつけたかったが、無駄な労力はもう使いたくなかった。

　ネットのチェックも、勉強も明日へ持ち越しだ。聖はベッドに倒れ込んだ。

　思った以上に緊張していた。友人を家に連れてくること。いままで親しい友人がほとんどいなかったため、本当はどうして良いか分からなかったのだ。聖は大きく息をついた。

　うとうとしかけたとき、ドアが小さくノックされた。

「起きてる？」

「大野さん。眠れませんか」

「いや。すまん、夜中に。やっぱりちゃんと謝りたくて」

　聖は自室に彼を招き入れた。大野に椅子を勧め、自分はベッドに腰掛けた。

「いま、岡野さんから電話がありました」

「うわあ、なんて……」

「大野さんはもうお休みだと言っておきました」

「それで引き下がるかな」

「さあ。多分、大丈夫です」

「……だよな。武田くんの言うことなら、聞くな」

　大野は居住まいを正した。

「上手くまとまらなくて、ちゃんと言えないんだけど……今までの態度、本当にごめん。悪かったと思ってる」

「もう過ぎたことです」

「その……なんだ、あの……」

「はい」

　大野は上を向いたり、下を向いたりして言葉を探しているようだった。

「どう言ったらいいかずっと考えてたんだけど、やっぱ、わかんなくて」

「大野さん、僕のこと、どう思います？」

　聖は率直に聞いた。

「……」

「僕は自分が男しかダメって気づいたのは高校の時でした」

「武田くん……」

　大野がやっと聖と目を合わせた。

「バレてもいいけど、できればバレないようにしてきました。いま、初めてカミングアウト」

「……そっか。なんか、ごめん」

「いえ」

　少しの間、沈黙が続いた。

「…………あの、俺、武田くんのことがずっと気になってた。俺は多分、ホモじゃないと思う。でも、気になる。夏に友達になれたときには、すごく嬉しかったし。そのうち、武田くんの存在がどんどん大きくなって…………」

「だから、離れたんですね」

　大野は肯いた。

「もうダメだと思ったんだ。これ以上一緒にいたら、俺は本当のホモになる、って」

　大野は前のめりになって頭を抱え込んだ。

「岡野さんと付き合って、武田くんから目を逸らそうとした。…………うまくいきそうだったのに……あのときだ。あの人が…………」

　駅前で芦原と聖がキスをしているのを見たのだった。それで、大野は泣いたのだ。

「感情が抑えられなかった。みっともないところ見せて、すまなかった」

　うなだれる大野に聖は薄く笑みを浮かべた。ぞくぞくするほどの快感だ。告白されることがこんな気分を運んでくるとは。

「そんなこと言われたら……」

　聖の言葉をどう取ったのか、大野はますますうなだれた。

「光栄です」

　え、と顔を上げた大野の頬に聖はそっと触れた。

「僕も男です。そんなこと言われたら、放っておけない」

　聖は大野に口づけた。

「な……！」

「イヤですか？」

　聖の腕を掴んだ大野の手の力が抜けた。

　大胆に大野の口腔内を舌でまさぐり、彼の舌を甘噛みし、吸い上げた。

　年上の男たちに鍛えられてきた聖のキスは、簡単に大野を落とした。

　聖が離れると、大野の息が荒かった。

「これ以上したら、僕は本当に襲っちゃいます」

　小さく微笑んだ聖は、大野を完全に魅了した。

「とりあえず、今日はゆっくり休んで。しっかり寝て、元気な大野さんの顔、見せて」

　もう一度聖は大野の頬を撫で、彼を部屋から追い出した。

　掌に残るざらついたヒゲの感触に男を感じ、聖は自分も眠りについた。
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　聖は六時には起きて、皆の朝食を作った。

　御飯は土鍋で。大根と人参の味噌汁、だし巻き卵、白菜の浅漬け。

「こんなものかな」

　友人のもてなし方がよく分からない。朝食ならこれくらいだろうか。

「ヒジリくん、おはよう。お世話になりました」

　七時五分。身支度を調えた宮尾がキッチンに入ってきた。いつもよりさっぱりした顔なのは化粧が薄いからか。

「おはようございます。よく眠れましたか」

「うん。本当にありがと。ミャーちゃんは今起こしたから、もう少ししたら来る」

「そうですか」

「なにか手伝う？　何にもできないけど」

「特には。お茶を淹れましょうか」

「ううん、まだいい。みんな来てから。オーっちは」

「そろそろ声をかけようかと思ってたところです」

「そう。……ちゃんと話した？」

　ちょっと真面目な顔で宮尾が訊いた。

「ええ、まあ」

「ふーん」

　宮尾はそれ以上聞かなかった。あっさりとした態度のなかに気づかいが含まれていた。　聖は兄の部屋をノックした。返事がないので、ドアを開けると、大野がベッドに大の字になって口を開けて寝ていた。のびのびと手足を伸ばし、気持ちよさそうだ。

「大野さん、おはようございます」

「…………ん」

「朝ゴハン、できましたよ」

「………………う」

　曖昧な返事はするが、完全にまだ夢の中だ。

「大野さーん」

　聖は肩を揺すってみたが、彼は夢から帰ってこない。悩みの淵に立っていた夕べの顔とは違って、穏やかに寝息を立てている。

　しばらくその顔を見ていたが、聖はそっと頬に手を触れた。

「大野さん、起きないなら襲いますよ」

　耳元で囁いて、軽く口づけた。

「……！」

　目だけぱっちり開けて、至近距離の聖を認めた大野は、起きようとして聖の額とぶつかった。

「いた……」

「わ、ごめん！　え、え！　なに……えっと……」

　聖は額をさすりながら言った。

「おはようございます。朝ゴハンができました」

　やっと昨夜泊まったことを思い出した大野が飛び起きた。



「ゴハンがおいしい……」

「毎日こんなの食べたら、確実に太る！」

　ミャーミャーズは朝からハイテンションだ。二人ともつけまつげのない薄化粧で、宮井の眉なし顔もなかなか面白い。

「うまい」

　大野はもくもくと白菜の浅漬けを口に運んでいる。

「おいしいよね、この白菜」

　宮井は白菜を突き刺して食べている。

「さっき漬けたところですから、まだ充分じゃないかも」

「えっ！　さっきって？」

「今朝です」

「うそっ！　味、しみてる」

　大野が驚いた。

「それなら良かった。ちょっとだけ電子レンジにかけて、昆布と塩、ゴマ、鰹節。それを揉んで、庭の雪の中に突っ込んでおきました」

「雪の？」

「冷蔵庫よりいいかなと思って」

「浅漬けの元じゃないんだ。雪とは風流だねえ……」

　宮尾が笑った。

「すんごく積もってるよね」

「凍ってますよ。それでも新聞はちゃんと配達されていました」

「すごいなあ。配達のお兄さん、ありがとう！」

　宮井が変なところで礼を言った。

「ねえ、このお味噌汁、超好きなんだけど」

「白味噌仕立てにしてみました。こっくりして大根と人参には合うかと思って。おかわり、あります」

　聖の言葉に、三人が手を挙げた。

「ヒジリくん、夕べ、電話あったでしょう」

　宮井がだし巻き卵にも箸を立てた。

「ええ」

「ツイッターに書いてあった。ヒジリくんが優しく「おやすみ」って言ってくれたから、私も寝る、って」

　宮尾が呆れたように大野と聖を見た。

「……ごめん」

「オーっちが謝らなくて良いよ。ヒジリくんグッジョブ。どちらもお疲れ様だったね」

　宮尾はちゃんと卵焼きを箸で小さくしていた。

　朝食後、宮尾は改めて礼を言った。

「和食の朝ご飯なんて、うちじゃ食べたことない。本当においしかった。ヒジリくん、ありがとう」

「お部屋もすごくきれいだった。一応掃除したけど、タオルとか、洗濯ごめんね」

　宮井もぺこりと頭を下げた。

「俺も人の家ってことすっかり忘れて寝ちゃった」

「オーっちはこれから毎日スマホの電源切って寝るといいよ。安眠できるよ」

　ニヤニヤして宮井が言った。

「……そうかも」

「まだ、電源入れてないよね？」

「え、うん」

「午前中は電池切れで通しちゃえ！　それとも、彼女が恋しい？」

　宮尾に言われて大野は一瞬、聖を見た。
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　週が開けると春休み前のテストが押し寄せる。聖たちにとって生活の最優先は試験勉強になる。

「ヒジリくぅん、オーくん見なかった？」

　図書館へ向かう廊下で、岡野がジュース片手にやってきた。彼女のツイッターとブログが大野で埋め尽くされているため、数少なかった女友達からも敬遠されている。もとより、「カレシができた私」になったとたん、友達を遠ざけたのは彼女だ。

　あの雪の日以来、大野の挨拶が少し親しいものに戻ってきた。しかし、態度はまだ硬い。まだ聖への接し方がわからないようだった。

「さあ、知りません」

「オーくん、最近冷たいの」

「勉強しなくちゃなんないからでしょう」

「だって、一緒に勉強しようって言っても、一人がいいって。前はそんなことなかったのに」

「やり方はそれぞれです。僕は一人でないと無理。大野さんも勉強の仕方を変えたかったんでしょう。岡野さんもカノジョならそれは分かってあげなきゃ」

　聖は嫌味を甘いオブラートに包み込んだ。

「えー、そうかなあぁ」

　つけまつげたっぷりの上目遣いをぱちぱち瞬かせ、聖を見る目は粘りけがある。

　人にポイントを付けたときには、自分のポイントを引く。聖のポイントはもう果てないマイナスだが、岡野はそれに近いくらいだと思った。

「ヒジリくんのお家に泊まってから、なんか変なんだ。オーくん、ミャーちゃんかミャオ姉さんと二人きりにならなかった？」

　なるほど、それが聞きたかったのか。聖は納得した。

「なりませんでした。ミャーちゃんもミャオ姉さんも彼氏がちゃんといますから、大野さんとどうこうなんてありません」

　そうだ。あの二人を疑うのは見当違いもいいところだ。一番疑わしいのは実際に手を出した目の前の自分だ。聖は表情に欠片も出さなかった。

「そう。よかった。心配しすぎだよね、私」

　また上目遣いだ。

「試験勉強くらい、個人でやってもバチは当たらないと思いますけど？　恋愛で留年したら洒落にならないでしょう」

「だよね。オーくんもいつも言ってる。留年はできないって」

　岡野は親しげに聖の腕に触れた。総毛立つ寒気がして、聖は彼女から離れた。岡野はそれを照れだと勘違いしたのか、「うふ、カワイイ」と笑った。

　聖は図書館へ行かず、男子トイレから裏庭に出てみた。

　ギィッと軋む錆びたドアの音に、大野が振り返った。

「やっぱり。岡野さんが探してました」

「ああ。さっきからケータイ鳴ってるけど、取ってないから」

　大野は枯れた落ち葉を足先で小さく蹴った。

「……俺は、ホモなのかな」

「さあ。心当たりがあるんですか」

　聖は自分のことだと知りながら、とぼけた。

「自分が分からない」

「精神的にそういう部分のある人は多いらしいです」

「…………」

　大野はそうじゃない、という表情をした。

「ゲイサイトでも見て、反応するようだったら可能性があるかも」

「ああ、そうか……。そういう手もあるか。えっと、武田くんはそういうのアリ？」

「ないことはないですが、基本的に見ません」

「…………相手がいるから？」

　満たされているからか、と探るように大野が訊いた。

「どうかな。いなくても見ないと思います」

「そういうもの？」

「個人差じゃないかな。彼女がいてもエロサイト見る人もいれば、いなくても見ない人もいる。まあ、男はたいてい見る気もするけど」

「だよな」

　大野は少し黙って、また枯れ葉を蹴った。

「俺は……分かんない。正直、武田くんのことがすごく気になる。でも、ホモじゃないって思ってる。つーか、思いたい」

　だから、岡野はキープしておきたいのだ。

「あ、ホモの人をどうこう言うんじゃないんだ」

「わかってます」

　聖はしっかりと大野の目を見た。最初に思った「これ、欲しい」の気持ちは変わっていないと思った。
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　テストが終わる頃を見計らって、芦原から連絡が来た。

　聖はいつものように芦原のマンションへ向かった。最寄り駅を降りたところのドラッグストアでは今日も大野がアルバイトをしているはずだ。自分の姿は見られているだろうか。

　芦原と聖の逢瀬はお互いの身体を満たすためだ。だから、会うなり行為がはじまるのが常だ。

　玄関先で口づけを交わした聖は、芦原の頬に触れ、はっとした。

「雅生まさおさん、痩せました？」

「さあ、体重は量ってない」

　削げた感触。聖は両手で彼の頬を包んだ。

「忙しかったんですね……」

「めちゃくちゃだった。言うと愚痴になる」

　芦原は聖のセーターを脱がせた。

「僕は愚痴の相手にはなりませんか」

「そんなの聞いても面白くないだろ」

「ストレスはため込むと良くないです」

「ドクターみたいなこと言う」

　小さく笑って、芦原が聖の首筋に舌を這わせた。

　聖が抱きついて手を回した背中も、がっしりとした感覚がなかった。吸い付いた胸には肋骨が浮いている。聖はもう一度芦原の頬に触れた。

「どうした……？」

「僕にはまだ臨床のことは分かりません。でも、話を聞くことくらいはできます」

　芦原はふっと息をついて、聖を抱きしめた。

「愚痴るのって、カッコ悪いだろ。大丈夫」

「そんなこと思いません」

「優しいな」

「さあ。他の人にはこんなこと言いません」

　そうだ。芦原だから、愚痴ってもカッコ悪いなんて思わないし、言っても構わないと思うのだ。

「雅生さんのこと、知りたいんです」

　言ってから聖は、自分が芦原に本当に惹かれていることに気づいた。

「……風呂、入るか」

　芦原は聖をバスルームに連れて行った。

　広いバスタブに向かい合わせで浸かり、芦原はざぶりと顔に湯を掛けた。

「あー。ゆっくり風呂に浸かるのも久しぶり。シャワーばっかりだった」

「泊まりが多かったんですか」

「ああ。春の学会に出す準備もあったから。外病院もトンデモ患者が多かったし」

　聖は黙って聞いた。

「統合失調の患者に巻き込まれた。主治医が逃げるし、俺なんか事情わかんないから、毎日大騒ぎ」

「毎日？」

「ナースが俺のもう一つの出向先、教えたんだよ」

「うわ、それは……」

　聖の両親の病院でも、少なからずトラブルはある。両親とも家でそういった話をすることはないが、親戚の集まりで情報交換しているのを聞いたことがある。

「まあ、そんなことが重なって、本来の仕事に支障が出て。それが一番ストレスだったかな」

「雅生さんは本当は大学で仕事したいんですよね」

「ああ。……って、俺、それ言ったことあるか？」

「ありませんけど、見てたら分かります」

　芦原がちょっと目を見開いた。

　聖は手を伸ばして芦原のあばらを撫でた。

「で？」

「で、って？」

「それだけで雅生さんがこんなに痩せないでしょう」

　ざばっと勢いよく芦原が聖を引き寄せた。

「なんでそんなに鋭いんだ」

　乱暴にキスをされて、聖はむせた。なにか地雷を踏んだか。彼がつつかれて困ることは何だ。嫌がる話は何だ。

　咳をする聖を芦原は自分に跨らせた。自然に広がる尻を撫で、いつもは触らない窄まりに指を当てた。

　聖は芦原に入れられたことはない。経験はあるが、芦原とは挿入なしでいつも満足している。彼は聖の嫌がることはしない。聖が断れば、やめるだろう。だが、聖はそのまま身を任せた。

　芦原は時間を掛けて丁寧に聖を解した。お互いに何も喋らなかった。どちらもが緊張していたのかもしれない。

　貫かれる瞬間、聖は声を漏らした。

「……辛いか」

　聖は一回首を振り、歯を食いしばって芦原が内に入ってしまうまでを耐えた。

　背中に感じる芦原の息に、彼もまた聖に苦痛を与えないように気遣っているのが分かった。脈打つお互いの粘膜が同調した。

「動いても……いいのに」

「中が動いてる」

　しばらくしてゆっくりと芦原が身体を揺らしはじめた。そのリズムに聖は苦痛の中に小さな火が点るのを感じた。

「……ん……ぁ……」

「大丈夫か」

　肯いた聖のうなじに芦原が口づけた。

「すごく、いい」

　耳に囁かれ、聖はふっと息をついた。その拍子に力が抜け、芦原が動きやすくなったのか、深く突かれた。

「ああっ！」

　思わず声を上げたのは、電流が走ったかのような衝撃があったからだ。

「そ、そこっ……！」

「ここ？」

　芦原がぐいっと腰を打ち付けた。

「……あ……ぅ……っ」

「前立腺に当たった？」

「わ……かり……ませ……ん……っぁ」

　芦原が聖の腰を抱え、少し尻を浮かせて体位を整えた。その形で動かれると、聖は自分でも驚く程の甘い声が出た。

　果てたふたりは、荒い息で抱き合った。どちらもがお互いを愛しいと想いあい、身体を離すことができなかった。

　一緒に身体を洗い、芦原は、まだ少し蕩けた目の聖をバスタオルで包んで水滴を拭った。

「決めた」

「……なんですか」

「うん」芦原は一人で肯いた。



　ふたりともバスタオルを巻いたままの格好でソファへ行き、芦原は聖をうつ伏せで膝枕させた。

「ちょっと動くなよ……と」

　聖のタオルを取り、尻を割った。

「……な！」

「軟膏塗っとく。少ししみるけど、最初だけだから」

　刺激の少ないように芦原がそっとそこに薬を塗り込んだ。

「明日はちょっと辛いかも。ごめん」

「……大丈夫です。ありがとうございます」

　聖はうつ伏せのまま芦原の膝を占領した。

「さっき、何を決めたんですか」

「んー。うん。いや……このところ、超忙しくて、超バタバタしてて、超頭回ってないときにさ、親から電話があって」

「はあ」

「見合いしろって。日取りまで決まってた」

　聖は頭を上げて芦原を見た。

「そっか……雅生さんって僕より十歳上でしたっけ」

「なに、そんな反応？」

「だって、普通、結婚ってそういう年齢でしょう」

「そりゃそうだけど。無理だろ」

「雅生さんは、女性はダメな人ですか？」

「あー、無理。勃たないな。え、なに、君はいけるの」

「いえ、多分ダメ。試したことはないですけど」

　芦原は聖の髪を撫でた。

　充分に暖房の利いた部屋だが、バスタオルだけではさすがに肌寒い。

　聖は起き上がってブランケットを取った。裸のまま一枚のブランケットにふたりでくるまった。

「……俺の家はちょっと複雑でね。兄が二人いて、下の兄と俺は八歳離れてる。母が後妻なんだ。後妻なのに、父より五つも年上。変だろ」

「そうですか？」

「普通、若い女をもらうだろ。ま、それはいいんだけど。兄たちの母は病気でずっと入院してたから、どちらも今の母親に抵抗なかったらしい。実際、いまも関係はいいんだ。俺よりもね」

　芦原の実家は大手の美容外科だ。父親と二人の兄が手腕を奮っていて、テレビのコマーシャルもよく流れている。確か聖の叔父の一人と同じ大学だったはずだ。

「母は公認会計士。臨床バカの親父や兄より、うちの病院を支えてる。兄の奥さんたちも形成外科と皮膚科出身。で、うちに足りないのは審美歯科なんだと」

「はー、なるほど。歯科医のお嫁さんを雅生さんに連れてくれば、芦原クリニックは完璧なんだ」

「俺だけが大学の勤務医。父は好きにさせてくれてるけどね。ヘンな家だろ」

「ちっとも。僕の父は五人兄弟、全員男なんですけど、全員母親が違います。祖父も祖母もまだ元気ですけど、祖母は一人も子どもを産んでいません。全員医者、全員違う大学出身。僕と叔父の一人が同じ大学ですけど、あとは皆、違います。僕と兄も違うし、妹はＮ医大の受験が終わったばかりです」

「……え、なに、それ、マジ？」

「大マジです」

「うちも相当変わってると思ってたけど、上には上がいるんだな……」

　ちょうどいい体温に眠気を覚え、聖はもそもそと芦原に抱きついた。

「俺は見合いしない」

「カミングアウトするんですか」

「それは時期を見る。もうちょっと俺が足場固めしてからだな」

「……雅生さん」

「ん？」

「雅生さんのそういうところ、好き……です……」

　眠りに落ちた聖の髪を、芦原はそっとまさぐり続けた。最初はガードが堅かった聖がこうやって甘えるようになったのはごく最近のことだ。

　「身体だけの関係」そうやって逢い始めた二人には、いつか別れが来るかもしれない。お互いにそれを知っている。でも、いまは愛し合っている。これで充分だった。
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　聖の妹はＮ医大に合格し、兄の医師国家試験も行われた。聖にも短い春休みが訪れた。

　四月からのカリキュラムはかなりハードになると兄や芦原から脅され、いつもは聞き流す聖も少し危機感を覚えていた。

　父の一番下の弟は、聖にとって特別な存在だ。高校の頃から長期の休みは叔父の家で過ごしてきた。この休みは短いが二、三日くらいは行けるだろう。聖は叔父にメールをした。

　あいにく叔父は講習会と宿直が重なり、留守をすると返信が来た。犬の世話をしてくれればありがたいと書いてあったので、聖はそれを買って出た。

　広い敷地の古い日本家屋。叔父の家付近の一帯はどこもこのような邸宅ばかりだ。

　叔父の家に入ると、黒い大きな犬がしっぽを振って迎えてくれた。

「オットー！　元気だったか」

　叔父は雑種だと言うが、ゴールデンリトリバーに見える。仔犬の頃にこの近所の家々に一匹ずつ捨てられていたのだ。聖は一目見たときから「これ、ほしい」と思っていた。

　くるくると聖の周りを歩き、甘え鳴きをする犬と遊んでいると、聖の気持ちも落ち着いてきた。犬の顔を見ると、やはり大野に似ていると思った。

「オットー、散歩行こう」

　久しぶりに犬を連れて遠くまで歩く。何も考えず、ただひたすら歩いた。途中で休んだ公園にタンポポが咲いていた。

「そっか、もう春なんだな……」

　足元で犬が寝そべった。その背を撫でてやり、聖はぼんやりと散り始めた梅の花を見ていた。

　夏にはここで叔父への想いに悩んでいたのに、いまは芦原と大野を想う。

　芦原とは身体だけの関係だ。そこに気持ちが付いてきてしまった。大野は、どうだろう。

　大野は、まだ岡野に振り回されていた。よくあの女と続くと周りも呆れているほどだ。聖には大野が彼女を放さない理由が分かる。男を好きなのを認めたくないのだ。

「当たり前か……」

　あの夜のキスに大野は応えた。抵抗はいくらでもできたはずなのに、しなかった。先に告白したのは彼だ。

　犬が行こう、と立ち上がった。

「オットー、もう一個向こうの公園も行ってみる？」

　聖となら遠くまで散歩できるのを犬は知っている。ちょっと飛び跳ねて犬が引っ張った。

　人との関わりをあまり持たずに来た聖は、友人との親しい付き合い方が分からない。ましてや恋愛は片想いだけで過ごしてきたから、余計だ。

　芦原との関係はとても気楽だった。自分は何に対してものめり込むタイプではないのは分かっている。それだけに、彼に愛され、それに応えたいと思う気持ちに、自分の変化を感じた。芦原を素直に好きだと思う。それは、大野に対する気持ちとは少し違う気がした。

「雅生さんが大人だからかな……」

　聖が呟くと、犬が足を止めて見上げた。

「あ、ごめん。行こう行こう」

　聖は叔父の家に二泊して、自分の中を見つめ直した。
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　四月になると容赦ない講義と実習が待っていた。同級生の顔ぶれが少し違う。留年して上から来た者、下へ行ってしまった者、辞めてしまった者。メンバーチェンジがあっても、あまりお互いのことを気にしない。大野や田端たち、ミャーミャーズもいつも通りだ。

「ミャーちゃん、ミャオ姉さん、髪が栗色ですね」

　かなり金色に近いが、それでもピンクよりはまともに見える。

「そ。病院の中に行くこともありそうだしね」　　

「私はもっと赤い方が良かったんだけど、スタイリストに止められたんだー」

　宮井が毛先を弄んだ。

「ってか、ヒジリくんも切ったんだ。短いの、似合うね」

「そうですか？」

「頭、絶壁じゃないから後ろのスタイル、いいよ」

　聖は昨日、子どもの頃から通う床屋へ行ったら、いつもの理容師でなく、その父親が出てきた。聖が小さい頃から「おじいさん」だった彼は、年季の入りすぎた老人になっていた。

「僕の希望なんて聞かずに、っていっても耳が遠いので最初から聞いてももらえずに、ぶるぶる震える手でジャキジャキ。で、この通りです」

　全体に三センチくらいに切りそろえられている。

「セシルカットだね」

「うん。男にも言うのかな？　手が震えてたっていう割りにはすごいきれいなカットだよ。プロの仕事だと思う」

　宮尾がしげしげと見た。

　講義室に入ってきた大野がぎょっとした顔で一瞬足を止めた。

「オーっち、おはよ」

「はよ。……なんかみんな、頭が違う……」

　言いながら、大野の目は聖に注がれている。

「おはようございます」

「お、おはよう」

「ヒジリくん、なんかヘン。長い方がカッコイイのに」

　大野にくっついていた岡野が「ねえ？」と同意を求めた。

「つけま曲がってる人に言われたくないよねえ」

　宮井がジロリと彼女を睨んだので、大野は慌てて岡野を後ろの席に追いやった。

　昼休みにコーヒーを買おうと自販機の前にいた聖は、視線に気がついた。振り向くと、少し離れた場所に大野が座っていた。

　聖が彼の前に立つと、ちょっと顔を上げた。

「あー、その……髪、切ったんだ」

「ちょっと短すぎたけど」

「…………すげー似合ってる」

「え？」

「なんでもない」

　大野は、ぱっと立ち上がって去っていった。

　小さい声だったので聞き間違いかも知れないが、似合ってると言われた気がする。今朝の岡野のフォローか、本心か。聖は頭に手をやって、慣れない短さの髪を引っ張った。

　缶コーヒーを開けたところでメールの着信があった。

「雅生さん？　こんな時間に何だろ」

　英語に関する質問だった。以前、論文の英訳を手伝ったことがある。あれ以来、芦原は英語のやり直しをすると勉強していたが、仕事の忙しさでなかなかはかどらないようだった。

　聖はスマートフォンで添付されたテキストを開いた。

「ああ、これは……」

　電話の方が早そうだ。迷わず画面をタップした。

「雅生さん？　聖です。いま、いいですか」

「うわ、びっくりした。君こそ、いいのか？」

「あと五分なら。だから本題だけ。いま、パソコン前ですよね。言いますからそのまま打ってください」

「ＯＫ、ありがと」

　聖は一語一語区切って発音していった。元々英語に不自由はなかったが、芦原の手伝いをしてから聖は家に届く両親の学術雑誌を読むようになった。科学論文独自の言い回しや単語の使い方は、小説や新聞の論説文とは少し違う。数を読んでいく内に医学論文のコツが分かってきて、論文の上手い下手も見極められるようになってきた。ちょっとしたことで論文の精度が上がる。聖はそれを踏まえて芦原にアドバイスした。

「助かった！　本当にありがとうございます」

「いえ。もう講義始まっちゃうから、切ります」

　歩きながら話していた聖は、そのまま講義室に入った。

「ヒジリくん、英語上手いねえ」

「ミャオ姉さん、聞いてたんですか」

「盗み聞き。って言っても、下品な真似はしてないよ。英語論文？」

「ええ、ちょっと。ミャオ姉さんだって英語はネイティブじゃないですか」

「話すのはね。ビジネスや学術論文は別だもん」

「僕も最近です」

　帰国子女の宮尾と英国人クオーターの聖はお互いに肩を竦めた。

　臨床科目の講義は猛スピードで進む。食後の眠気に気を取られていると、もう次へ話は移っているため、集中しなければ聞き逃してしまう。この大学の学生は、元々の学力が高いが、気を許すと振り落とされるので、こういう時の受講姿勢は真面目だ。
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　講義終了後、五階講義室から降りるエレベータがいっぱいで、聖は階段を使った。踊り場の小窓から旧館の裏庭がちらっとだけ見える。男子トイレから出られるあの場所だ。日陰にピンク色の塊が見えたので、聖は行ってみた。

　八重桜が一本だけ咲いていた。表にあるソメイヨシノは散ってしまっていたが、この桜はいくつかの花が手鞠のようにこんもりと塊になっていた。夕方の光が薄いピンクを浮かせて美しい。

　聖はスマートフォンで写真を撮り、芦原に「論文頑張ってください」とだけ書いて送信した。

　ドアが開き、大野が顔を出した。

「……桜、まだ咲いてんだ」

「ええ。花見の穴場。男子限定」

　聖は花を見上げた。

　その横顔を大野がじっと見つめた。

　何か言いたそうな大野の空気を、聖は気づかないふりをした。少し甘くて、少し刺激のある微妙な空気は、雄の匂いを含んでいる。想いの中にフィジカルな欲望が混ざり込んでいるからだ。

「……髪、どうして切ったんだ？」

「いや、フツーに。いつもの床屋に行ったら、先代のおじいちゃんが出てきて、ジャキジャキ。おじいちゃんはオーダーなんか聞かないで、昔から子どもは丸刈りか坊ちゃん刈り、大人はスポーツ刈り、角刈り、七三のみ。おじいちゃん曰く、僕は洋顔だからこれなんだって。息子さんはちゃんといろんな髪型ができるんですけど」

「ふーん。なんか美容院とかに行ってんのかと思ってた」

「子どもの頃から家の近所」

　そんなに人の髪型が気になるのか。

「いっそ金髪にでもしようかな。ミャーミャーズみたいに」

　聖の言葉に大野が目を剥いた。

「そのままがいいと思う。すげー似合ってるし」

「大野さん？」

「あ……ゴメン」

「そっか。彼女、なんでも褒めて感想言わないといけないんですね」

　岡野は何につけ意見を求める。それを取り入れることはしないが、褒めないと機嫌が悪くなるのだ。

「女って面倒」

「カワイイじゃないですか。僕は別に褒めてもらわなくてもいいんですけど？」

「そうじゃなくて、マジ、似合ってる。……その……すげー好み……ってか……」

　大野はモゴモゴと言って赤い顔で桜を見た。

　なるほど、それでここまで追いかけてきたのか。

　彼の気持ちが完全に自分に向いているのを分かった上で、聖は言った。

「彼女に怒られますよ」

「……だよな」

　見透かしたかのように、大野のスマートフォンが鳴った。

「ほら。ちゃんと出なくちゃ」

　聖が笑うと、大野は少し顔をしかめた。

　その直後、聖のスマートフォンも鳴った。芦原だ。

「いま、いい？」

「はい」

「昼はありがとう。急いでたから本当に助かった。夜になると思ってたから」

「よかったです」

「桜、あれ、トイレ裏？」

「ええ」

「一本だけ咲くんだよな。今年は見そびれた」

「きれいです。満開。ボールみたい」

「一緒に見たいなあ」

　囁くように言われ、聖は「僕も」と囁き返した。

　通話終了をタップすると、大野が目の前にいた。

「……あの人？」

「ええ」

「続いてるんだ」

「大野さんだって彼女と続いてる」

「それは……！」

　詰まった大野を置いて、聖は八重桜を一輪だけ摘んだ。

「彼から、僕を取れますか」

「…………武田くん……それって……」

　聖は無表情で大野に花を渡した。

「難しいですよ」

　そういって聖は裏庭を出た。
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「ひー、一日が短いー！」

「ヤバイヤバイ」

　そんな会話が飛び交いながらも、学生たちは勉強だけはしっかりこなす。基礎や臨床講座の研究室に入り浸る者、留学制度を利用して海外の大学を目指す者もいる。

　聖と同じ班の津田もクリニカルクラークシップでアメリカから帰ってきたばかりだ。彼は臨床医でなく研究者の道を目指すともう決めている。他にも一年後のクリニカルクラークシップのために語学の勉強に励む者も多い。

　ミャーミャーズのような帰国子女や聖は英語に関してほとんど問題がない。宮尾も聖も昨年受けたTOEFLは二人とも118点だった。宮井が110点で悔しがっていた。

　四月末の連休前、聖は久しぶりに芦原と逢った。

「うわ、髪が短い！」

「これでも伸びたんです」

　芦原は聖の頭をくりくりと撫でた。短いと目立たなかったウエーブが少し出てきていた。

「似合うな。切り立ての頃、見たかった」

「しばらく床屋に行かなくていいから、楽です。雅生さんは伸びましたね」

「そうなんだよな。千円の駅前カットに行こうかと思ったら、中から患者さんが出てきて、思わず回れ右しちゃって」

　状況を想像して、聖はくすりと笑った。

「そうだ。この前は英語、ありがとう」

「いえ。なんかもうずいぶん前の気がします」

「だよなあ。桜咲いてる頃だったっけ。早いなあ」

　いいながら、芦原は聖の首筋に口づけた。

「……この髪、いいな。すごくそそる」

　芦原は優しく手櫛でまさぐった。

　聖は芦原のワイシャツのボタンを外し、アンダーシャツを捲り上げて裸の胸に抱きついた。ぺろぺろと乳首を舐めると、たちまち硬くなる小さな突起が可愛らしく思えて甘噛みした。きれいに付いていた筋肉が張りを失い、まだ肋骨が浮き出たままだ。

「忙しいんですか」

「学会前だから……」

「お見合いは？」

「気になるか」

「うーん。一回くらいはいいんじゃないかな」

「俺はしない。うちの親は顔立ててやったらそれでおしまいにするようなヤワな親じゃないから。絶対に結婚まで持ち込む。一回でも見合いしようものなら、結婚する気があると解釈する」

「……そんなものですか」

　なんとなく聖はほっとして、芦原にキスをねだった。そんな彼を芦原は抱きしめ、ふたりは何度もキスを繰り返した。

　「身体だけの付き合い」に感情が加わえられていく。

　滑らかな背中に赤い印を付けて、芦原は「ひじり……」と呟いた。
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　連休明け、講義室にガコガコとヒールの音を立てて、明らかに不機嫌な顔の岡野が入ってきた。むくれた表情でドスンと座ったので、隣の学生が後ろの席に移った。

「なーに、あれ」

　宮尾が言うと、宮井が笑った。

「ブログに一部始終。オーっちが指輪買えないって言ったんだって」

「まだ言ってたんだ。あんな高いもの欲しがる方がおかしい。自分で稼げるようになってから買えっての」

　聖はそれを聞いて苦笑した。

「ヒジリくん、どしたの」

「いえ……。うちの祖父は僕の妹の入学祝いにってあのブランドの時計を……」

「買ったの！」ミャーミャーズが同時に言った。

「妹と母が断りました」

「賢明だね。Ｎ医大ならそういうお嬢さまが沢山いそうな気もするけど」

「時計だってデイリーユースでも百万以上だよね？」

「そんなものかな。そんなのつけて実習なんてできないよ」

　彼女らは口々にさえずった。

「妹ちゃん、イイコだね」

「孫の中で一人だけ女の子だから祖父も甘いんです」

　洒落者の祖父はまた折々に何か見繕うだろう。聖は懲りない祖父が好きだった。

「あ、オーっち来た」

　宮井が手招きした。

「おはよ、今日はここに座りなよ」

「おはよう……いいの？」

　大野はちらりと後ろの席を見て、鼻息荒くふんぞり返っている岡野に少し眉をひそめた。そして、聖と目が合うと、一つ空けた席に座った。

　岡野が睨んでいるのを宮井が鼻で笑った。岡野の周りには誰もいないのだ。

　ミャーミャーズと聖は大野に何も言わなかった。それが気づかいだった。

　講義の休憩時間になると、学生たちは一斉に携帯電話やスマートフォンを取り出す。

　大野がポケットから出すと、後ろから宮井が取り上げた。

「見ない方がいい」

「は？」

「メールチェックしない方がいいって。余計なお節介だけど」

　補足しながら宮尾が返した。

　聖はちょっと後部を振り返り、食らいつくようにスマートフォンに向かっている岡野を確認した。

「僕も同意見です」

　大野は黙ってポケットに仕舞いなおした。

「……指輪、買わないって言ったんだ」

「うん」と三人が肯いた。

「んじゃ、今日の帰りは私に付き合ってよ。ヒジリくんもね」

　宮尾が歯列矯正の装置を見せてニッと笑った。



　午後の講義終了後、ミャーミャーズと大野、聖は都心の繁華街へ出た。宮井はアルバイトのためにそこで別れ、三人になった。

「さて。明日はミャーちゃんのバースデーです」

「あ、そうだったんですか」

「そう。だから、プレゼントを探すよ」

「えっと、俺も？」

「オーっち、ここまで来ておいて何言ってんの」

 　宮尾が大野の腕を軽く叩いた。
「うっす。了解」

「ミャーちゃんの希望はなんですか？」

　聖が聞いた。

「聞いてない。こっちで考えるのが楽しいんじゃない」

「楽しい……？」

　この辺が女子のわからないところだ。ただ、異を唱えるような愚を犯す聖ではなかった。

「そんな高いものなんていらないの。ポーチとかチャームとか……そんなので充分」

「チャームってなに？」

　大野の問いに宮尾が大げさなため息をついて、付いてこいと指で「ＧＯ」と示した。

　入っていったのは女性向けのファッションビルだ。聖には無縁の場所なので、色と音、女性独特の香りが理解の範疇外だった。

　リボンやフリルで飾られた店の間を宮尾はつかつかと進む。大野が顔を左右に振り、店をチェックしている。

「ミャオ姉さんはこういう店、素通りなんだ」

「うん、私の趣味じゃない」

　そういえば、岡野はいつもこんな服を着ていると聖は思った。おそらく大野は一緒にこういう店に来るのだろう。

　エスカレーターで何階か上がって、少しシックな色合いの店が並ぶフロアに出た。確かにミャーミャーズの雰囲気だ。

　宮尾が少し広めのショップに入った。

「ここなら色々あるから」

　言葉通り、服やアクセサリー、小物が所狭しと並んでいる。三人はそれぞれ視線を店内に飛ばした。

　慣れた様子の大野は、岡野に散々連れてこられているのだろう。宮尾と大野がアクセサリーを見ている横で、聖は棚のぬいぐるみに目を惹かれた。

　布製のクマは黒いボタンの目が愛嬌のある顔をしている。聖がじっと見ていると、店員が寄ってきた。

「カワイイでしょー。手にとって見てね」とタメ口でしなを作った。

　二十センチほどの大きさのクマは、もこもことした手触りで、ボタンで留められた手足が動く。それが妙に可愛らしく思え、面白くて触っていると、店員が笑った。

「気に入った？　プレゼント？」

「いえ……」聖は棚に戻した。

　宮尾と大野はピアスの前で真剣に話していた。

「これも捨てがたいけど、こっちもカワイイ」

「花のでいいんじゃない」

「うーん、小鳥もキュートなんだよね。あ、ヒジリくん、どれがいいと思う？」

「……このサルみたいなのは？」

　聖はサルのようなヒトのような顔のものを指した。

「はあ？」宮尾と大野が声を揃えた。

「…………かわいくない？」

「可愛くない！」と宮尾が言い、大野が肯いた。

「そうですか……」

「ヒジリくん、もしかして、キモカワ好き？」

「いや、そんなつもりじゃ。でも、妹に言われたことがあります」

「服のセンスとかいいのにねえ。さっきのクマも……」

「えっ、あれもダメですか！」

　宮尾と大野が一緒に首を振った。

「すごくカワイイと思ったんですが」

「キモカワ好きの子ならいいだろうけど。ミャーちゃんにあげたら、暴れるよ？」

「それは困ります」

　聖の答えに大野が笑いながら言った。

「ミャオ姉さん、やっぱ花にしよう。揺れるのもいいけど耳にくっついてる方が実習とかで邪魔にならないじゃないか」

「そうだね。オーっち良いこと言うね」

　三人で割り勘にし、ラッピングの間に、聖はぶらぶらと店の中を見ていた。ひょいと棚を曲がると下着コーナーになっており、慌てて回れ右をした。そんな様子に大野が笑いを堪えた。

「女子の買い物はいちいち大変ですね……」

「まあ、そういう大変さが好きみたいだから」

「あっ、大野さん、これはキモカワ？」

　目に付いたポーチを聖は大野に見せた。黒地にピンクの子ブタの模様がプリントされている。

「う……どうかな。ミャーちゃんに？」

「妹に」

「だったら、こっち。ヒジリくんはヘンなキャラものに目が行くんだね」

　いつのまにか横にいた宮尾がキラキラしたビーズが付いたものを示した。

「じゃあ、それにします」

　聖はレジに進んだ。

　上の階にオープンしたというパンケーキカフェの割引チケットをもらったので、三人で行ってみた。

　見事に女の子ばかりのなかで、聖と大野を従えた宮尾は平然としている。

　オーダーすると、大野が「ちょっとトイレ」と席を立った。

「オーっち、ケータイチェックかな」

「うーん。気にはなるでしょうね」

「なるのかー。放っておけばいいのに。さっきだって、指輪の値段みてた」

「この辺のショップだと高くても五千円くらいですか？」

「うん。最初から何十万もするものなんて必要ないんだよ。気持ちなんだしね」

「気持ち……」

「そう。ほら、さっき、ヒジリくんは妹ちゃんにポーチ、って思ったでしょ。ああいう気持ちと同じカテゴリ」

「ああ、なるほど」

　そこから心理学の話になり、先般の課題で教授が解説した中で、精神医学との齟齬があったことについて語り合った。

　パンケーキが運ばれてきた頃に大野が帰って来たが、そのまま話題は変わらず、三人は明るく軽い店内にそぐわない内容を真剣に話した。



　駅で宮尾と別れ、大野が聖に「メシでも行く？」と聞いた。

「パンケーキがまだ残ってる……」聖は胃のあたりをさすって、「でも、いけるかな」と答えた。

「今日、誘ってもらってよかった」

「え？」

「夕べからギャーギャー言われっぱなしで、ちょっとへこんでた」

　大野はちょっと息をついた。

「ケンカする程仲が良いって」

「いや、もう、無理……」

　そういったとき、彼はガッと腕を掴まれた。

「オーくぅん」

「うわっ！」

　岡野が腕にべったりと張り付いていた。聖は驚いて一歩下がった程だ。

「オーくん、やっぱり私のこと考えてくれたんだ」

「えっ、なに？」

「さっき、プレゼント買ってくれたでしょ？」

　うふん、と笑う岡野が不気味で、聖はもう一歩下がった。

「ちょっと待った。もしかして、ずっと後をつけてたのか」

「ううん、たまたま」

　絶対に嘘だ。これは聖でも分かる。

「声かけてくれたら良かったのに」

　聖が言うと、岡野が悲しそうにまつげを伏せた。

「だってぇ、ミャオ姉さんいたんだもん」

　大野がなんとか彼女から腕を放そうともがくが、がっちりホールドされている。岡野の表情は厳めしくなっていた。聖は助け船を出すことにした。

「そっか。えっとね、岡野さん。僕、大野さんと行かなきゃいけないところがあるんです。どうしても今日。で、そこは女人禁制」

「……どこ？」

「悪いけど、秘密。ケータイの電波も届きません。だから、用事があれば明日以降にお願いします」

　聖は有無を言わさない口調だ。大野も横で肯いている。

「えー、オーくん、私そんな話聞いてなぁい」

「今日決まったことです」

「あ、もう、時間だ。武田くん、行こう」

　大野が調子を合わせた。

「じゃあ、オーくん、プレゼントだけもらってあげる」

　手を出した岡野に、大野がピシリと言った。

「君にじゃない」

　聖と大野はすたすたと歩き始めた。

　人混みの繁華街、ショウウインドウに後を付けてきている岡野が映っている。

「しつこい女……」

「大野さん、本当にまいて良いですか？」

「もちろん。もう、うんざり」

「じゃあ、大野さんも覚悟してください」

「え？」

　聖は早足で角を曲がり、裏通りに入った。
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　ビルの裏、パチンコ屋や飲食店の通用口が並ぶ狭い通路ばかりを通り、さらに角をいくつか曲がり、さびれた通りに出た。店はあるものの、まだどこも開いていない。

「ここは……」

「この辺が開くのは十時頃かな。深夜からの店ばかりですから」

「ふーん。で、どこ行くの」

「女人禁制のところ」

　いい？と目で大野に尋ねた。

「それって？」

「イヤならここで。まっすぐ行くと駅の東口に出ます」

　聖が指さすと、大野は小さな声で「いい」と言った。

　二人が入ったのはビルの地下の店。ごく小さなプレートに「θシータ」と刻印されている。シンプルな白一色のドアを開けると、意外に中は広く、プレスの利いた白いシャツの男が出てきた。

　聖が黙って指を二本立てると、男は鍵を渡した。

「プレートふたつ、ウーロン茶ふたつ」

「かしこまりました」

　細い廊下を進んで、聖は奥のドアを開けた。

「えーっと……？」

「ゲイの店」

「う……やっぱり」

「取って食ったりしません」

　聖は大野にソファを勧めた。

「ここのゴハン、結構おいしいんです。軽いし。もう少ししたら来ますから」

「ラブホ？」

「にも使えます。そっちのカーテン開けたらベッドがありますけど、襲いませんから。ゴハン食べて帰りましょう」

　大野は興味深そうにカーテンを開けた。

「うわ、マジかよ……」

　キャビネットの引き出しを開けて、コンドームやローションと一緒に入っている小箱を取り出した。

「これ、なんだ……って、うおっ！」

　イチジク型の浣腸に彼は引き出しをパタンと閉じて、そのままベッドに腰掛けた。

「俺、やっぱ、彼女、無理」

「え……？」

「岡野さん。あのしつこさとうるささは耐えられない」

「そうですか」

「うん。別れる。しばらくうるさいだろうけど。やっぱ、ちゃんと勉強しなきゃいけないし」

　はーっと大きく息をついて、大野は天井を仰いだ。

「どっぷり二十四時間私だけを見て！私だけのことを考えて！っていうのはね、無理だわ、俺。もともとそんなに……」

　言いかけて大野は口をつぐんだ。そして、もう一度大きく息をして続けた。

「もともと好きだった訳じゃないから」

「そうなんですか」

「彼女は武田くんを好きだった。コクられたこと、あるだろ」

「……まあ」

「だから」

　岡野に告白したのは、彼女が聖に気があったからだ。大野の表情がそういっていた。

　控えめなチャイムの音がした。聖がドアを開けると、先ほどの男がローテーブルに食事を並べた。

「ありがとうございます」

「ごゆっくりどうぞ」

　男は微笑んで出て行った。

「ここのシェフ、Ｒホテル出身。フレンチ専門だって」

「へえ」

　ワンプレートといっても結構な大皿で、少しずつ洋総菜が盛りつけられ、半分がピラフ、男性にはちょうど良い量だ。

「これ魚？　なんかすげー旨い」

「ソースが深い味」

「ってか、武田くんってどうしてこんなとこ知ってるんだ？」

「秘密です」

　まさか男同士の出会い系で使っていたとは言えない。聖は何も答える気はなかった。

「武田くんって神秘だな」

「はあ？」

「神秘じゃなきゃ、秘境？」

「ますます分かりません」

「謎めいてるって言えばいいのかな。単純じゃない」

「シンプルですよ」

「かなあ？　俺からしたら、不思議な感じ。うお、ポテサラ、うまっ」

　大野はいい食べっぷりだ。聖は自分のポテトサラダも彼の皿に置いた。

「いいの？　サンキュ。男ってポテサラ好きだよな。これ、普通のマヨじゃない気がする。あー、なんか、別れるって決めたらだんだん気分良くなってきた」

　ぐびっとグラスのウーロン茶を飲んで、「これもなんか旨い」と呟いた。

　食べ終わると、大野はソファにもたれた。

「武田くんの彼氏って、ドクター？」

「ええ。彼氏というのかどうかは分かりません」

「付き合ってるんだろ」

「まあ」

「じゃあ、電話かメールしときなよ」

「どうして」

「他の男とこんなとこにいるの分かったら嫌だと思う」

　聖は首をかしげた。

「何もしなくても？」

「誤解の元だろ。自分の付き合ってる人が自分以外とこんな場所にいるのは嫌じゃない？」

　もし、芦原が他の男と逢っていたらどうだろう。

「うーん……それは彼の自由かな」

「えっ！　そんなもの？」

「僕はそういう感じだけど、あの人は違うかも。メール入れます」

　聖がメールを打ち始めると、大野はクッションを抱えてソファに沈み込んだ。

「わかんないな」

「はい？」

「束縛しまくるのもどうかと思うけど、野放しなのもな……。心配にならない？　浮気」

「浮気ねえ。他の人がいいなら仕方ないでしょう」

「うわー、あっさりしすぎ！」

「大野さんは嫉妬するタイプ？」

「う……。割とそうかも。…………元はと言えば、彼女が武田くんにコクったりしたからだし」

　ぼそぼそ言う大野を聖はじっとみていた。「これ、欲しい」と思っていたのが、ほとんどもう手中にある。身体か、心か。ゴールはどこだろう。

　聖はウーロン茶で口を湿らせた。最初に芦原は束縛はしないと言った。あれから気持ちは変わっていないだろうか。

「武田くんはあの人のことが好きなんだろ」

「……ええ」

「なのに、あのとき、どうして俺に……キスしたんだ」

「さあ」

　大野の眼差しに、聖は自然と笑みが浮かんだ。

「………………っ。俺は…………好きなんだ」

　よくできました、と聖は心の中で拍手した。

　大野が小さな声で聞いた。

「……キス、してもいい？」

　聖が手を伸ばすと、大野は強く抱きしめた。

　貪るように乱暴なキスは、今までの男たちにはないものだった。聖は、少しずつ主導権を取り戻した。

　先にくたりと力が抜けたのは大野だった。

「……なんでそんなに上手いんだ…………」

「さあ」と耳に息だけで答えると、大野がぞくりと身を震わせた。

　ソファに半身を横たえた大野に抱かれた格好になっている聖は、そのまま耳朶を甘噛みした。

「ちょ……っ……」

　大野のデニムの前が聖の腿に当たっている。それをそっと撫でて、聖はもう一度キスをした。

「怖いですか」

「…………」

「大丈夫、これ以上はしません」

「え……」

「最初から、ゴハン食べるだけって」

「……だよな…………」

　言いながら、大野は聖を放さなかった。

「しばらく、こうしててくれ」

　大野の硬さが太腿に伝わる。聖が触れると、大野が制した。

「駄目だ。マジで俺、やっちゃうかも」

　聖は笑いながら首筋に口づけた。男を感じさせる大野の匂いがした。

「ダメ、本当にダメ」

　起き上がった大野は、聖の腕を掴んだ。

「俺の理性がまだある内に言っておく。あの人を裏切るな。……って、もうキスしちゃったから何だけど」

「キスくらいで……」

「俺は本当に武田くんが好きだ。いま、すげーヤバイし」盛り上がったデニムの前を指して大野は続けた。「ホモじゃないと思うけど、今ならやれると思う。ってかヤリたい。でも、武田くん、俺のこと好き？　あの人がいるのに他の男とできる？」

　ここで「できる」と肯いてしまえば、大野は去っていくだろう。聖は小さく首を振った。

「だろ？　なんか、青臭い倫理言うみたいだけど……」

「いえ」

　聖は座り直した。

「ごめん。ヤリたいんだけど。ゲイサイト見てみて……あんなことちょっと無理かもってのもある」

「……もしかして、みんなしてると思ってます？」

「えっ、違うの！」

「うーん。なに見たかによりますけど、みんながみんなアナルセックスしてる訳じゃないですから」

「マジ？」

「多分。そういうのナシで付き合ってる人も多いはずです」

「はー！　マジかー！」大野はちょっと肩の力を抜いた。「えっと……武田くんも？」

「秘密です」

　聖は目だけで笑った。

「よく考えたらそうだよな。普通のＡＶだって違うもんな」大野は聖の代わりにクッションを膝に置いた。

「さっき、自分のことは棚に上げたけど、俺だって彼女とちゃんと別れてないし、いま、ここでやっちゃっても罪悪感のカケラもないんだよな」

「大野さん……」

「あっ！」大野がいきなり大声を上げた。

「な、なに」

「忘れてた」

　大野はバッグをごそごそして、小さな袋を出して聖に渡した。

「はい、これ」

「なんですか。あれ？　これ、さっきの店？」

　妹に買ったポーチはこれと同じ袋に入っていたはずだ。

「うん。開けてみて」

「わ！　あはは！　なに？　どうして？」

　出てきたのは聖が見ていたクマだった。本当はとても気に入っていたが、まさか自分のために買うわけにもいかなかったのだ。

「なんか、すげー見てたし。武田くんにしては珍しいと思って」

「いつ買ったんですか？」

「パンケーキ屋で中座したとき」

「すみません。貰っていいんですか」

「俺が持っててもしょうがないだろ。それこそキモイ」

「あははは、ありがとうございます。今夜から一緒に寝ます」

「えっ！」

「嘘です」

　大野がわははと笑った。

「基本的にこういう物に興味ないんですけど、なんかこれはいいなって思って」

「わかる。なんかツボにはまるときってある」

「……嬉しいです」

　クマの手足を動かしてみせた聖を大野は愛おしい想いで見た。
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「……なんだ、それだけ？」

「ええ」

「寝なかったの？」

「はい」

　芦原の膝の上で、聖は肯いた。

　黙っているのはフェアじゃないと思ったので、聖はかいつまんで簡単に説明したのだった。

「なんだ……あんなメールが来たから、寝たのかと思った」

「半分はそのつもりでしたけど」

　そういった聖の両頬を小さな子どもにするように引っ張って、芦原が「こら」とふざけた。

「同学年なんだろ」

「ええ。話したのは去年の夏が初めて」

「ノンケを食うとあと引くぞ」

「経験アリですか」

「まあな。で、好きなのか？」

「多分。雅生さんに対する感情とはちょっと違う気がします」

　聖は芦原の手を握った。

「考えたんですけど、分かりませんでした。浮気と言われればそうかも知れませんけど、そのへんの定義自体が僕には当てはまらないような気がして」

「んー。俺たちの関係がこんなだもんな。俺は聖をすごく好きだけど、同じことを求める気はない。一緒に住みたいとか、ゆくゆくは海外行ってでも結婚したいとか、そういうの無理だし。そういう束縛したくないしなあ」

　そんなことを言いながらも芦原は聖の唇をついばんだ。

「……でも、実際、他の男を本気で好きって言われたら、嫉妬するかなあ」

「僕は恋愛の経験がないので、よく分かりません。好きな人はいましたけど、片想いだったし」

「え、付き合ったの、俺が初めて？」

「はい」

「うわあ、じゃあ、もっとちゃんとメシ行くとか、遊びに行くとかしてあげればよかった！」

「最初からそういう付き合いじゃなかったでしょう？　僕はその方が気楽だし、今の方がいいです。でなきゃ、雅生さんを好きにならなかったと思います」

「そっか。気づかいできずにごめん」

「いいえ。僕だって雅生さんに何にもしてないですから」

「俺が忙しいときにはちゃんとメールくれるじゃないか。あれでどれだけ癒されてるか、知らないだろ」

「そうなんですか？」

「ああ」

　ふたりは深くキスを交わした。

「このままでいいよ。逃げだけど」

「逃げ？」

「うん……」

「そっか、雅生さんの年齢になるといろいろ考えることがあるんですね……」

「君はまだ勉強だけしてればいい。人生に悩むのは国家試験通ってからだな」

「はい、僕も逃げます」

　笑い合って、抱き合った。

「失礼な話だったらごめん。君はお祖父さんに似てるんじゃない？」

「どういう……、あ。ああ、そうかも」

　聖の祖父は妻以外の女性たちと数々の浮き名を流してきた。今もバレンタインには病院で一番チョコレートの数が多いらしい。妻を一番愛しながら、どの女性とも真剣に交際し、あとの残らない別れをしていると聞いた。

「去年、祖父に自分に似てると言われました」

「顔が、じゃないだろ。メンタル面が似てるんだよ、きっと。お祖父さんのことは存じ上げないけど、そんな気がする」

「まあ、祖父の女癖はめちゃくちゃですが、それ以外は尊敬していますから……」

「その女癖の部分も似てるんだよ、きっと。男癖っていえばいいかな」

　芦原は聖の髪をまさぐった。

「それは……イヤだなあ……」

「他の誰かと付き合うなら、付き合えよ」

「雅生さんも。本気になったら言います」

「本気は俺だけにしとけ」

「それはどうかなあ」

「おい！」

　芦原は聖を押し倒した。
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　聖たち学生は、愛だの恋だのと浮かれている余裕のない生活に突入した。

　大野に振られた岡野は、しばらくキイキイと周りに迷惑をかけまくったが、誰も彼女に構わず、それどころでない学業に忙殺された。

　夏休み直前、隣接する学部の大講義室でディベート大会が開催された。理学部にいる田端の友人が出るというので、聖と大野も一緒に行くと言うと、田端はミャーミャーズも誘った。

　天下のＴ大、研ぎ澄まされた論客たちが舌戦を繰り広げている。攻撃的な者もいれば、おっとりした口調で誰よりも厳しい内容を話す女子学生もいたりして、なかなか面白かった。

　ずっと聞いていた宮尾が一言呟いた。

「ぬるいなー」

「だよね。もっと突っ込めるのに」

　宮井も同意した。

「うっそ、どこに突っ込みどころが！」

　田端が尋ねると、宮井が「全体に」と笑った。

　聖たちの前の席にいた男が振り返った。

「よかったら飛び入り参加しませんか？」

　男は主催の准教授だった。

「いいんですか？」

　遠慮もなしに宮尾が目を輝かせた。

「準備なしで構わないなら」

　出場している学生は事前に勉強して挑んでいる。それでもいいのか、と准教授の表情が少し小馬鹿にしたものだった。

「この後の出題は、今日初めて出場者に教えられるものですから、当日参加でも大丈夫ですよ」

「じゃ、出ます」宮井が即答した。

「ミャオ姉さん、ミャーちゃん、大丈夫？」

　不安そうな大野に、ミャーミャーズは勝ち気な笑いを見せた。聖は田端と顔を見合わせた。

　彼女たちの参加がアナウンスされると、会場内にどよめきが広がった。医学部の女子が二人も飛び入りとは珍しいことだったのだ。

　グループ部門でペア参戦したミャーミャーズは、ああ言えばこういうどころではない。普段の彼女らをより冷静に、より攻撃的にした頭脳プレーは、論理的手法で挑んできた他学部の学生を刺激した。

「こえぇ……」大野と田端が顔を引きつらせた。

「ミャオ姉さん、テンションＭＡＸですね」

　聖の観察に、「ええっ！」「超落ち着いてない？」と二人が驚いた。

「いや……あれは、ハイテンションだからだと思います。ミャーちゃんの方が落ち着いてますね。だって、二人とも日本語がまともです」

「そういえばそうか」

　いつものミャーミャーズはどうも日本語が怪しいのだ。

「多分いまから一気に攻撃かけますよ。わくわくしますね」

　心の中で聖は彼女らに最大限のポイントをつけた。

　妙に嬉しそうな聖の様子に大野と田端は「武田くんも怖い」と言い合った。

　かくして、彼女たちは他学部の精鋭を論破したのだが、表彰スピーチで相手の良かったところを適確に評価して褒めたことで他者との格の差を見せつけた。

　彼女らの思わぬ武勇伝は同学年の間に駆け抜けたが、それも一瞬のことだった。

　夏休み、ミャーミャーズは相変わらずだが、語学力に問題のない宮尾は来年のクリニカルクラークシップで短期留学することになった。宮井も学内のクリニカルクラークシップに応募している。

　夏の間、聖はいつものように叔父の家で過ごしていたが、研修を入れたりして、いままでのようにのんびりもできそうになかった。叔父の同居人が留学から帰ってきており、彼からもいろいろと学ぶことが多かった。犬のオットーだけは毎朝ご機嫌で聖と散歩に出かけていた。

　大野は勉強に打ち込み、以前のように問題点を聖と一緒に考えるようになった。たまにふれ合い、たまにキスを交わす。近い将来、身体を重ねる時が来る予感をふたりともが持っていた。
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　ほぼ二ヶ月ぶりに聖は芦原と逢った。

「独り寝が淋しくなかった？」

「平気です。クマちゃんと一緒に寝てますから」

「クマちゃんって！」

「嘘です」

「それが嘘だろ。本当はクマちゃん抱っこしてんだろ！」

　笑う聖の頭を芦原はくるりと撫でた。伸びた髪がきれいに波打っている。

　聖の枕元には本当にクマのぬいぐるみが置いてある。大野からのプレゼントだがそれは芦原には教えない。

「毎日、暑いなー」

「病院内も節電ですか？」

「さすがに診療場所とか病棟は空調を効かせてるけど、医局なんかは窓開けて扇風機だよ」

「コンクリートの建物でそれはきついですね」

「当直なんて、寝られないからバテちゃって。直明けのドクター、みんなゾンビ」

　聖が芦原を子どものように胸に抱き、頭を撫でた。

「あはは、ちびすけか」

「よしよし、です」

　調子を合わせた芦原が甘えて頭をもたせかけた。

「ママのおっぱいは硬いなあ」

　悪戯に触れながら、芦原が笑った。

「女性の胸は気持ちいいんでしょうか……」

「まあ、触る分にはね。俺はこっちの方がいいな」

　そういってシャツの上から吸い付いた。

「いまから嫌でも触診の機会はあるし、婦人科ギネだってある。女と寝ることもあるかも」

「……それはないかと」

「わかんないよ？」

「うーん、実習してみましょうか」

「深みにはまらないように」

　芦原に乳首を噛まれ、聖は小さく呻いた。

　戯れて、睦み合って、ふたりはお互いを求めた。

「雅生さん……今日は雅生さんが欲しい……です」

「どうした」

「僕、今日、誕生日で」

「え、うそ！」

「本当です」

「早く言えよぉ！　ちゃんと色々用意したのに！」

「物より、雅生さんがいいんです」

「ばーか」

芦原は聖を強く抱きしめた。
「じゃ、朝まで寝かせない」

「僕は寝ますよ」

「だめだ」

　ふたりは深く口づけた。

　芦原と聖は、お互いをより大切に思い合うようになった。身体だけの関係で始まったふたりは、少しずつ心を紡いでいく。それがほどけるか、強固になるか。ふたりにもまだ解らない。
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